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第 41 号国立学校設置法の一部を 改正する法律
36 . 3 . 3 1 官報号外

第 1 1 1 号国家行 政組織法等の一部を改正する 法律
36 . 6 .  2 官報

第 1 22 号教育職員免許法等の一部を改正 す る 法律
36 . 6 .  8 // 

第 1 32 号一般職の職員の給与 に関す る 法律の一部を改
正する 法律の一部を改正 する法律

36 . 6 .  1 5  // 

第 1 33 号国家主主務員 に対する 寒冷地手 当， 石炭手 当及
び薪炭手 当の支給 に関す る 法律の一部を改正
す る 法律 36.  6 . 1 5  // 

第 1 39 号思給法等の一部を改正す る 法律
36 . 6 .  1 6  // 

第 1 44 号学校教育法の一部を改正する法律
36. 6 . 1 7 タ

第 1 45 号学校教育法の一部を 改正する法 律の施行 に伴
う関係法律の整理 に関する 法律

36. 6 .  1 7  // 
第 1 51 号国家公務員等退職手 当法の一部を改正 す る 法

律 36 . 6 .  1 9  // 
第 1 52 号国家公務員 共済組合法の一部を改正 す る 法 律

36 . 6 .  1 9  // 
政 令

第 4 号国立学校設置法施行 令の一部を改正す る 政令
36. 1 .  1 2 官報

第 76 号国立学校設置法施行 令の一部を改正する 政令
36 . 4. 1 // 

第 77 号国立大学の大学院 に置 く 研究科の 名称及び課
程を定 め る 政令の一部を改正 する 政令



省

第21 号

36 . 4 .  1 官報
第 1 24 号 文部 省組織令の一部を 改正する政令

36 . 5 .  1 グ
第 1 4 1 号 教育公務員 特例法施行令の一部を 改正する政

令 36 .5 .27 // 
第 1 70 号 国立学校設置法施行令の一部を 改正す る政令

36 . 6 .  2 // 
第 200 号 国家公務員等退職手 当法施行令の一 部を 改正

ナ る政令 36 . 6 .1 9  // 
第 20 1 号 国家公務員共済組合法施行令の一部を 改正す

る政令 36 . 6 .  19 // 
令

文 部第 1 号 国立学校設置法施行規 則の一 部を 改正する
省令 36 . 1 .1 2官報

。第 2 号 文部 省職員定数規程の一 部を 改正する 省令
36 . 1 .  1 9  // 

。第 5 号 日 本学校安全会法施行規 則の一 部を 改正す
る 省令 36. 3 .30 // 

大蔵第 9 号 支出官事務規程等の一 部を 改正す る 省令
36 . 3 .31 // 

文 部第 7 号 国立学校設置法施行規 則の一部を 改正する
省令 36 . 4 .  1 // 

。第 8 号 国立大学の講座に関する 省令の一部を 改E
する 省令 36 . 4 .  1 // 

。第 9 号 国立の学校にお け る 授業料そ の他の費用に
関す る 省令 36 . 4 .  1 // 

。第1 1 号 国立の学校にお け る 授業料そ の他の費用に
関する 省令の一部を 改正する 省令

36 . 5 .  9 // 
大蔵第2 6号 支出官事務規程等の一部を 改す る 省令

36 . 5 .25 // 
文部第 1 5号 国立学校設置法 施行規 則の一部を 改正す る

省令 36 . 6 .  6 タ
大蔵第40号 国家公務員共済組合法施行規則の一部を 改

Eナ る 省令 36 . 6 .1 9官報号外
文部第1 7号 文部 省設置法施行規則の一部を 改正する 省

令 36 .7 .  1 タ
。第 1 8号 教育職員免許法施行規 則等の一部を 改Eす

る 省令 36 . 7 .25 グ
規 則

人事院 9 ー22 暫定手 当の一部を 改Eする規 則
36 . 3 .1 5官報

ク 9 -31 隔遠地手 当の 一部を 改Eす る 規 則
36 . 3 .  1 5  // 

// 9 -6 俸給の調整 額の一部を 改正す る 規 則
36 . 3. 27 // 

// 9 -1 7  俸給の 特別調整 額の一部を 改正する 規則
36 . 3 .27 // 

学
。1 - 4 現行の法律 ， 命令 及び規 則の 廃止の一部

を 改正す る 規 則 36 . 3. 28官報
。9 ー7 俸給等の支給の一部を 改正する 規 則

36 . 3.28 // 
// 9 -8 初任給， 昇格 ， 昇給等の基 準の一部を 改

正す る 規 則 36 . 3 .28 // 
// 9 -34 初任給調整 手当 36 . 3 .31 グ
グ 2 -6 人事統計報告の一部を 改Eす る 規 則

36 . 3 .31 // 
// 9 -5 給与 簿の一部を 改正す る規 則

36 . 3 .31 グ
// 9 ー7 俸給等の支給の一部を 改Eす る 規 則

36 . 3 .  31 // 
// 1 -5 特別職の 一部を 改正する 規則

36 . 4 .  1 // 
// 9 -2 俸給表の 適用 範囲の一 部を 改Eす る 規則

36 . 4 .  1 ク
。9 -6 俸給表の調整 額の一部を 改正す る規 則

36 . 4 .  1 // 
グ 9 ー1 7 俸給の 特別調整 額の一部を 改 正する規 則

36. 4 .  1 // 
// 9 ー 30 特殊勤務手 当の一部を 改Eする規 則

36 . 4 .  1 ク
会計検査院第 3号 計算証明規 則の一部を 改正す る規 則

36 . 4 .  3 // 
人事院 9 -2 俸給表の 適用 範囲の一部を 改Eす る 規 則

36 . 4 .24 グ
タ 9 - 8 初任給， 昇格， 昇給等の基 準の 一部を 改

IEする 規則 36 . 4 .24 // 
// 8 -1 4  2 箇月 以内の任期を限られた職員等の任

用に関す る 特例の一部を 改Eす る 規 則
36 . 6 .  2 // 

// 2 -6 人 事統計報告の一部を 改正す る規 則
36 . 6 . 1 5官報号外

。9 ー 7 俸給等の支給の一部を 改正す る 規 則
36 . 6 .1 5  // 

// 9 -22 暫定手 当の一部を 改正す る 規 則
36 . 6 .1 5 グ

。9 -1 7  俸給の 特別調整 額の一部を 改Eする規 則
36 . 6 .1 6官報

。9 - 31 隔遠地手 当の一部を 改正す る 規 則
36 . 6 .1 6 グ

グ 1 6 -0 職員の 災害補 償の 一部を 改正する 規 則
36 . 7 .  1 // 

// 9 - 30 特殊勤務手 当の一部を 改Eす る 規 則
36 . 7 .  3 // 

// 9 ー 2 俸給衰の 適用 範囲の一部を 改正する 規 則
36 . 7 . 5 // 
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文部第 1 号 事務局に部を置 く 国立大学 及び事務部に課
を置 く 学部等を指定する 訓令の一部を 改正
す る 訓令 36 . 4 .  1 官報号外

鍾Eコュ 刀て
文部第 1 号 昭和 35年度後期学校図書館司書教 諭講習実

施要項を定め る 件 36 . 1 . 1 1官報
グ 第 4 号 文部 省共済組合運営規 則の一部を 改正する

件 36 . 1 . 1 8  // 

大蔵第 36号 出 納官 吏事務規程第1 6条に規定す る 外国 貨
幣換算 率を定め る 告示の一部を 改Eす る 件

36. 2 . 1 3 // 

文部第1 0号 学習 慣基 準を定め る 件 36 . 3. 17 // 

大蔵 第85号 大蔵大臣が特に指示す る 場合のほか， 支出
官事務規程第21 条に規定す る 外国 貨幣換算
率を定め る 告示の 一部を 改正す る件

36 . 3. 31 // 

。第86号 出 納官 吏事務規程第1 6条に規定す る 外国 貨
幣換算 率を定め る 告示の一部を 改正する 件

36 . 3. 31 // 

労働第1 8号 一般職種別賃金 を定め る 告示の 一部 を 改正
す る 件 36. 4 .  3 // 

文部第 38号 日 本学校安全会法に規定する立入検査の場
合の証明書の書式を定めた 件

36 . 5 .  9 // 

行政管理庁第45号 学校設備調査の調査 票の統計 目 的以
外の使用につい て 承認を行な っ た 件

36 . 5 . 2 3 // 

文部 第四号 昭和 36年度学校図書館司書教 諭講習実施要
項を定め る 件 36 . 5 . 31 // 

0第65号 昭和 36年度単位修得実施要綱
36. 7 . 1 8// 

0第66号 小学校 ， 中学校 又は高等学校において使用
される教科用図書 と し て検定を与えた図書
を告示 36 . 7 .20  // 

官斤報告

科学技術庁 放射線取扱主任者試験の施行について
36 . 2 .  1 // 

人 事 院 昭和 35年度国家公務員採用中 扱試験合格者
（東海 ・ 北陸地方） 36 . 2 .  6 // 

厚 生 省 第20回薬 剤師国家試験の施行
36 . 2 . 1 5  // 

人 事 院 人 事院規 則9- 34 （初任 給調 整手当） に定
め る 人 事院の権担及び所掌事務の一部の委
任に関 し 決定 し た 件 （人事院公示第 1 号）

36 . 4. 1 宮報号外
厚 生 省 第20回薬 剤師国家試験合格者

36 . 5 .31 // 

昭和 36年1 0月1 日

文 部 省 昭和 35年度国立大学 卒業者 富山大学
36 . 6 .  9官報号外

// 昭和 36年度国立大学入学試験合格者 富山
大学 36 . 6. 1 0  // 

人 事 院 昭和 36年度国家公務員採用初 扱試験公告
36. 6. 20 イア

科学 技術庁 放射線 取扱主任者試験の施行について
36 . 7 .  1 。

富

山

大

学

公 &. i::・ 号
0文部 省共済組合定 款の一部 改正について

36 . 1 .1 8官報
通 達

O文部 省共済組合定 款の一部 改正について
( 36 . 1 . 1 3文 管福第40 2号）

O文部 省共済組合運営規 則の 一部 改Eについて
( 36 . 1 .1 3文管 福第408号）

O国家公務員共済組合法の運用方 針の 一部 改正について
( 36. 1 . 1 6国管第 3号）

O行政運営の公正 適実化について
( 36 . 3. 1 国総第 25号）

O暴力犯罪防止対策要綱につい て
( 36. 3 .3国総第 31 号）

O日 本学校安全会法施行規 則の一部 改正につい て
( 36 . 3. 31 文体保第76号）

O国立の学校にお け る 授業料その他の費用に関する 省令
の 制定について ( 36 .4.22文 大大第26 1 号）

O文部省組織令の一部を 改正す る政令につい て
( 36 . 5 . 1 文総審第49号）

O文部省共済組合 貸付規程の一部 改正につ いて
( 36. 6 . 3文管 福第 1 8 3号）

文部省共済組合定款の一部改正について

文部 省共済組合定 款 （昭和 33年 6 月 30 日 制定） の一 部が
改正に な り ， 昭和 35年 4 月 1 日 か ら 適用され る こ と に な っ
た。

主な 改正 点は， 共済組合法第52条に規定する付加 給付の
制度が 当共済組合で、実施す る た め の も のであり ， 給付内容
は次の と お り 。

1 .  家 族療養費付加金
給付事由 被扶養者が入院 し た場合， ただし 療養費の

支 給を受けない場合を 除く 。
給 付 額 入院 中の期間 1 日 につ き 100円

2 . 出 産費付加金
給付事由 出 産費を支 給す る と き
給 付 額 1 , 000円。 ただ し ， 出 産費の 額が8,000円 未

満の と き は 9,000円 と 当該出 産費の 額と の
差額に相 当す る 金 額

- 3ー



第2 1 号

3. 配 偶者出 産費付加金
給付事由 配偶者出 産費を支給す る と き
給 付 額 5 , 000円 占ただ い配 偶者出 産費の 額が4 , 0

00同未満の と き は 9 , 000円 と 当該配偶者 出

産費 と の差額に相 当す る 金 額
4 .  育児手 当金付加金

給付事由 育児手 当金を支給す る と き
給 付 額 育児手 当金の 額に相 当す る 金 額

5 . 埋 葬料付加金
給付事由 埋 葬料を支給す る と き （ ただ し ， 死亡者に

被扶養者がない と き は， 埋 葬に要し た費用
の 額が 壊 葬料 よ り 多い場合に限る ）

給 付 額 4, 000円。 ただ し ， 前項 括弧書の事由に よ
り 支給する と き は， 4 ,000円 の 範囲内で 埋
葬に要 し た費用の 額と 埋 葬料の 額と の差額
に相 当す る 金 額

6 .  家 族埋 葬料付加金
給付事由 家 族埋 葬料を支給す る と き
給 付 額 6 , 000 円

7 . 結婚手 当金
給付事由 組合員が結婚 し た と き
給 付 額 5 .000円

学 内 規 程

富山大学学則の一部改正

富山大学学 則の一部を評 議会の 議を経て次の よ う に 改正す
る 。

昭和 36年 2 月 1 7 日
富山大学長 梅 原 真 隆
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座
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’
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薬
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科学薬部尚子

を

「十四｜

に 改め る 。
附則の次に次の 附則を加え る 。

附 員IJ （昭和 36年 2 月 1 7 日改正）
こ の学 則 （ 改正） は昭和 36年 2 月 1 7 日 か ら 実施す る。

富山大学教育学部規程の一部改正

富山大学教育学部規程の一部を評 議会の 議を経て次の よ う
に 改正する。

,u.J, 千・

昭和 36年 2 月 1 7 日
富山大学長 梅 原 真 隆

」

に 改め る 。
附則の次に次の 附則を加え る。

附 則 （昭和 36年 2 月 1 7 日 改正）
こ の規程 （ 改正〉 は昭和 36年 2 月 1 7 日 か ら実施す る 。

富山大学薬学部規程の一部改正

富山大学薬学部規程の一部を評 議会の 議を経て次の よ う に
改正す る 。

昭和 36年 2 月 1 7 日
富山大学長 梅 原 真 隆

第1 3条中 「専門課程については90単位以 上 」 を 「専門課
程につ いては9 3単位以 上 」 に 改め る 。
別表 （ 1 ） 中

計 ！面函1
計 I 4 以 上 ｜

物 理 化 学 3 

薬 化 学｜ 薬 イヒ 戸ヴ時〕 7 
実 習 3 
特 別 研 究 ( 5 ) 

薬 イヒ 戸す＂与与 7 
薬化学 ｜ 実 習 3 

特 別 研 究 ( 5 )  

製 薬 5 

製薬学 ｜ 機 械 工 学
2 

特 別 研 究 ( 5 )  

を 削り ，

を

を

- 4 ー



昭和 36年1 0 月1 日報
富

大

山
量

計

単 ｜ 現 在 高 数
供に 物惨を 物｜供の い
用 適 ｜繕要 開で品

位｜処す ｜改す ｜処き 切
分 る 品｜造る 品｜分 な品

品種細

分

分2 
4 
2 

( 5 )  

無 機 製 薬 学
物理化目（電気化学｝

子＼を 含む／
実 習
特 別 研 究

製薬学
第 1

「

-守・
目類類類

3 

2 
「 5 )
一一」」

学
学
習
究

薬
械

製
機

機
学

有
化
実
特

製薬学
第 2

研Jj!J に 改め ，
号r 

64 講

実
計

附則の次に次の 附則を 加え る 。
附 貝IJ （昭和 36年 5 月1 日 改 正）

こ の 細則 （ 改 IE）は 昭和 36年 5 月1 日 か ら 実施 し ， 昭和
35年1 2月1 4 日 か ら 適用する。

を 削る。
附則の 次に次の 附則を 加え る

附 則 （昭和 36年 2 月1 7 日 改 正）
こ の規程 （ 改 正）は昭和 36年 2 月1 7 日 か ら 実施す る 。 た

だ し ， 改E規定実施前か ら 専門課程に在学中 の者は， 従前
の規定に よ る。

計A ""' 

富山大学学則の一 部改正

富山 大学学 則の一部を評議会の議を経て次の よ う に 改 正す
富山大学工学部規程の一部改正

富山 大学 工学部規程 の一部を評議会の議を経て次の よ う に
改 正す る 。

昭和 36年 5 月1 9 日
隆富山 大学長 梅 原 真

工業化学科を次の よ う に 改め る 。
工 業 化 学 科

別表 （1 ）中

昭和

富山 大学長 梅 原 真 隆
第50条中 「工業化学科 1 60名」を 「工業化学科 2 40名」

に 改め る 。
附則の次に次の 附則を 加え る。

附 則 （昭和 36年 4 月1 0 日 改 正）
こ の学 則 （ 改 正）は 昭和 36年 4 月1 0 日 か ら 実施 し ，

36年 4 月！ 日 か ら 適用する。

る。
回和 36年 4 月1 0 日

専攻科 目
繊維 工 業 化 学
燃 料 工 学 第1
燃 料 工 学 第 2
油 脂工 業 化 学
工 業 化 学 計 算
有 機 材 料 化 学
有 機 工 業 電気 化 学
有 機 合 成 工 業 化 学
ア セ チ レ ン 系 工業化学
合 成 樹 脂
有 機 化 学
分 析 化 学
無 機 化 学
工 業 電 気 化 学
酸 ・ アル カ リ 肥料化学
珪 酸塩工 業 化 学
物 理 化 学

応 用 コ ロ イ ド 化 学
応 用 触 媒 化 学

目科学｜す｜｜目科長＆£．守ー

－t

qL

円，ん

の4

qu

qu

‘l

ハb

A坤，

d斗

Rd

λ崎a

A守

凋ιT

A守

必守

瓜砧T

qu

qu

内4U

内4U

内4U

円Jι

関連科目
電 気 工 学 概論
機 械 工 学 概論
金 属 工 学 概論
工 業 英 語

富山大学物品管理事務取

扱規程細則の一 部 改正

育体
富山 大学 物品管理事務取扱規程 細則の 一部を次の よ う に 改
正す る。

昭和 36年 5 月！ 日
隆

号
日

真原

年度 物品保管状況報告書
第

年

梅

別紙第1 4号様式を次の よ う に 改め る 。
別紙第1 4号様式

昭和

富山 大学長

月昭和
殿

物品出 納官 （官職氏 名 ）印
下記の と お り 物品保管状況を報告 し ま す。

物品管理官等

記

- 5 -



品叫・ヲ』

バマ

円，L

η4

円4

4・

nd

qu

内d

11

ηL

円L

円L

円L

AH，

qL

定 性 定 量分 析実 験
冶 金 分 析 実 験
冶 金 機 械 学
燃 料 工 学 第1
燃 料 工 学 第 2
物 理 化 学
応 用 鉱 物 学
金 属 工 学 特 論
卒 業 論 文 1 0  

2 
1 2  

化 学 工 学
化 学 工 場設計 一 般
化 学工場設計 各 論
工 業 化 学 設計 製図
工 業 分 析化 学 実 験
工 業 物 理 化 学 実 験
工 業 有 機 化 学 実 験
有 機 化 学 実 験
工 業 化 学 特論
工 業 化 学 輪 読
卒 業 論 文

第 21 号

備考 金 属工学 特論の単位数は必要 に応 じ て定め る。
附則の次 に次の 附則を加え る。

附 則 （ 昭和36年 5月 1 9 日 改正〉
こ の規程 （改正〉 は昭和36年 5 月 19 日 か ら実施 し ，昭和

36年 4 月 1 日 か ら 適用する。

備考 工業化学特論の単位数は必要 に応 じ て定め る 。
別表 （ 1 ）中 金 属工学科を次の よ う に改める。

科，....らで「・工属金

富山大学学則の一部改正

富山大学学 則の一部を評議会の議を経て次の よ う に改正す
る。

昭和36年 6 月 30 日

l笠

隆富山大学長
第3 1 条 中の表を次の よ う に改め る 。

額 1
9.000円 ｜ 昭和31 年 4 月 1 日 以降の入学者

6 , 000円 ｜ 昭和31 年 3 月 3 1 日 以前の入学者

真

分

原梅

区年

金

4斗

4，

qu

司u

n，，ム

ヨリ

つι

qu

n4

n，L

関連科 目
無 機 化 学
分 析 化 学
電 気 工 学 概論
工 業 化 学 概論
品 質 管 理
機 械 工 学 概論
酸 ・ ア ル カ リ肥料化学
応 用 物 理 学
自 動 制 御
工 業 英 語

目科企込広．寸一目 ｜明｜

金

第3 3条 に次のただ し 書 き 加 え る 。
た だ し ，授業料の 未 納，死亡ま たは行方不明のため 除籍

し た 場合は 未 納の授業料の全 額を 免 除す る こ とが でき る。
第35条第 2項を次の よ う に改め る。
2 転入学 ，編入学 ，再入学 ，または学士入学 （以下 「転

入学 等」 とい う 。 〉 の場合 にお い て も ，前項 に準 じ 検定
料及び入学料を 徴 収する。 授業料の 額は ，そ の者が転 入
学 等を し た 当該年次の在学者の 額と 同額 とす る 。ただ し ，
前期ま たは後期の 中途 において転入学 等を し た者か ら 前
期 ま たは後期 に徴 収する 額は授業料の年 額の 1 2分の 1 に
相当す る 額に転入学 等の 日 の 属す る 月 か ら 次 の 徴 収の時
期前ま での 月 数を 乗じ て得た 額と し ，転 入学 等の 日 の 属
ナ る 月 に徴 収する も の と す る。

第 35条第 4 項中 「入 学考査を行 う と き は」 を 「入学を許可
す るための試験 ，身体検査 ，書面その他 によ る 選考 等を行
った と き は」 に改め る 。
第 36条を次の よ う に改 め る 。
第36条 授業料の 徴 収期 において学業優秀で、 あ り ，かっ ，

経済的理由 によ って授業料の 納付が困難で、あ る 場合， ま
たは学生 も し く は 当該学生の学 資を主 とし て負担 し てい
る 者が風水害等の 災害を受け授業料の 納付が困難なため
授業料の全 額ま たは 半額の免 除も し く は 納付の 猶予を受

育

4
3
2
1
1・
1
2
2
2
2
1
2
2
4
2
1
2
3
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
3
2
2
2
2
1
2

体

専攻科目
金 属 組 織 学
鉄 鋼材 料 学 第 1
鉄 鋼材 料 学 第 2
金 属 物 理 学
物 理 冶 金 学 実 験
放 射 線 工 学
金 属加 工 学 第 1
金 属加 工 学 第2
金 属加 工 学 第 3
金 属加 工 学 第 4
非鉄金 属材料学 第 1
非鉄金 属材料学 第 2
非 鉄 鋳 造
鉄 鋼 鋳 造
金 属加 工 学 実験
材 料 試 験 実習
選 鉱 学
金 属工 学 概論
理 論 冶 金 学
鉄 冶 金 学 第 1
鉄 冶 金 学 第 2
鉄 冶 金 学 第 3
耐 火 材 料
冶 金 実 験
非 鉄 冶 金 学 第 1
非鉄 冶 金 学 第 2
非鉄 冶 金 学 第3
電 気 製鉄 及 び 製鋼
電 気 冶 金 学
金 属工 学 設 計 法
材 料 試 験 法
機 械 設 計 製 図
機 械 工 作 法大 意
機 械 実 習
材 料 力 学

科片品4与すー

- 6 一



富

大
S凶4守ー

山

昭和36年10月1日

けようとするときは，別に定める書類を添付して毎学期
授業開始前 までに学部長を経て学長に願い出なければな
らない。

第72条中第3項を第6項とし，第2項の次に次の3項を加
える。
3 前項の規定にかかわらず当該年度 内に納付すべき寄宿

料の総額または 一部を前納辛ることができる。
4 授業料の未納，死亡または 行方不明のため除籍した場｜

合は未納の寄宿料の全額を免除することができる。
5 学 生または当該学 生の学資を主として負担している者
が風水害等の災害をうけ，寄宿料の納付が困難なため寄
宿料の免除を受けようとするときは第36条に準じ願い出
なければならない。
附則の次に次の附則を加える。
附 則（昭和36年6月3 0日改正）

この学員lJ（改IE）は昭和36年 7月1日から実施する。

報

号

動異事人

令
日月

9 

ィ7

。

10 
ィP

11 

16 
。

ベア

// 

ィP

17 

2. 

// 

// 

。

1 0  

。

2. 
。

16 

2 0  

。

// 

// 

2. 

2. 

ヨ一
川

1

1

川
｜

同

l

M

同
｜

｜

｜

｜

阿

川

1

1
1

1

1

川
｜

｜

川

阿

川

「氏 云1
大阪大学産業研究所講師｜横 山 泰｜

｜板谷忠良｜

｜松下て る｜

｜神声寿々代｜

｜家納トミ子｜
授｜近角聴信｜
授｜広根徳太郎｜
授｜菅 孝男｜

｜高崎公文｜

｜山本道弘｜

｜土地春樹｜

｜大西 圭 造｜

｜五十嵐清平l

i篠原松次郎｜

｜高畠丈夫｜

｜品川不 二雄｜

｜島田政信｜

｜野上泰男｜

｜野島富美子｜

｜酒井睦夫｜

｜ 佐 伯 光雄｜

｜安 部 吉 孝｜

｜大 房 進｜

｜長 沢義男｜

｜青島 与｜

｜高畠丈夫｜

--tot-内動異職官現

助教授（文理学部）に昇任させる

事務 員に配置換する

技能 員に配置換する（定 員 内）
炊婦（教育学部附属小学校）に採用する
任期は昭和36年3月23日までとする
；炊婦（教育学部附属小学校）に採用する
任期は昭和36年3月23日までとする
講師（文理学部）に併任する
任期は昭和36年3月31日までとする

事務補佐 員（教育学部）
ィP員（育巨技

教，且4与弓L大京東
。教件峠うこa大北東

イP教民叫すー大京東

経営短期大学部事務係長に昇任させる官（教育学部）務事

経営短期大学部に転任させる事務補佐 員（経済学部）
// 。

用務 員（経営短大）に配置換する（定 員 内）員（経済学部〉務用

用務 員（経済学部〉に配置換する臨時用務 員（経営短大）

休職の期聞を昭和36年4月16日まで更新する員（文理学部〉務警
文部技官に任官させる員（文理学部〉務教

文部技官に任官させる（工学 部）。

文部事務官に任官させる
// 

員（教育学部）

（経済学部）

務
。

事

事務補佐 員（薬学部〉に採用する
任期は昭和36年3月31日までとする

。 （教育学部附属小学校〉に採用する
。
（教育学部附属中学校）に採用する

。

事務 員に配置換する
講師（工学部）に採用する
任期は昭和36年3月31日までとする
辞職を承認する

ィケ

。

（薬 学部〉

（工学 部）

// 

dア

。

事務補佐 員（文理学部）

28 

- 7一
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第21 号 学

施 設 課 長 ｜山田 啓祐 ｜北 海道大学施設課長に配置換する
。 。 ｜ 講師 （教 育学部） の 併 任を解除する

福井大学施設課企画係長 ｜寺西礼一 ｜富山大学施設課長に昇 任さ せ る ィP

助教 授 （薬 学 部） ｜桜井謙之介 ｜教授に昇 任さ せ る 。

。 ［倉田 軍一！ � Q 

4ア ｜山崎高 応 4ア 。

｜加賀見 実 ｜ 事 務 員（工 学部） に 採 用する
助 手 （工 学 部） ｜安川三郎｜助教授に昇 任さ せ る
教 務補 佐員（薬 学 部） ｜鈴木恵 子 ｜ 辞 職を承認ナ る Q 

事 務 員（工 学 部〉｜ 中 島澄 子 ｜休 職の網棚制6 年 9 月21 日まで酎る 3. 21 
助教授 （教 育学部〉 広瀬コヒサ ｜ 辞 職を承認する 3. 31 
事 務補佐員（ Q 〉｜ 水 野 間哲 ｜ 。 。

教 授 （ 。 ) I溝 上 茂 夫 i 教任
幽任

育期期
期

学はは短は
躍 部昭期昭

和長 和
大 和
に�
学，；

併年年：年

任
：
ナ月月 �
るl 日日ままでで 主とすするる。評議員に 併任する ｜I 。

グ （経 済学部 ） ｜城宝正 治 野健なする I 36 . 4 .  

Q 。 ｜ 経任期営 短は 期昭 和大学37部年主 3事月に31 併日 任ますでるとする Q 

。 （工 学 部〉｜｜｜森 棟 隆 弘 ｜｜｜ 評任議期 員昭 和に 併37年 任す 3 月る 31日までとする Q 

。 ｜野路末吉 ｜評議員を免ずる Q 

｜清7j( 寛 ｜事 務員（教 育学部） に 採 用する Q 

事 務 員（教 育学部） ｜島国政信 ｜文理 学部に配置換する 。

// （文理学部）｜長 沢 義 男｜教 育学部に配置換する // 

事 務 官 （ Q 枝 武｜ 。 Q 

グ （教 育学部付 小 ） ｜浦田 隆志 ｜ // // 

。 （教 育学部） ｜ 中 村恵 ニ ｜ 教 育学部付属 小 学校に配置換する 。

助 手 （工 学部 ） ｜古谷嘉志｜ 講師に昇 任さ せ る // 

// ｜高 辻 雄 三 ｜ イク ，， 

// ｜中 谷秀 夫 ｜ // // 

事 務補 佐員（教 育学部） ｜ 御福 隆 ｜文理学部に配置換する イア

助 手 （経 済学部） ｜吉原節 夫 ｜ 講師に昇 任さ せ る イア

教 授 （経 済学部） ｜武 石 勉 ｜ 大分大学教授に配置換 する 。

庶 務 課 長｜ 小原大嘉之 助｜熊 本大学 庶務 課長に配置換する 。

会 計 課 長 ｜五十嵐 尚！神戸大学 会計課長に配置換する ィP

信州大学文理 学部事 務 長 ｜鈴木定次 郎 ｜富山大学学生課長に配置換する イア

件寸tー． 生 課 長 ｜紺野定三 ｜静岡大学 厚生課長に配置換する 。

和歌山 大学 会計 課 長 ｜鹿野博次 岡山大学会計謀長に配置換する // 

給文 部与省 班大第臣 官四 房人係事課長 ｜｜ 村 上 龍 太 富山大学庶務 課長に昇 任 させ る // 

講 師 経 済 学 部 ｜横 山 静棋 ｜助教授に昇 任さ せ る // 
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報 昭 和 36 年1 0 月1日
ij ｜海 道勝 稔｜ イア

助 手（薬 学 部） ｜ 大浦彦 吉 ｜ ィP

助教 授 〔工 学 部〕！四谷平泊 ｜ 教授に昇 任さ せ る
。 ｜ 位崎敏 男
薬 学 部） ｜ 三ツ野 間 治 ｜

ij 

教 授 （経 済学部） ｜｜｜花 井 益 ー｜｜｜ 経任任期済期 学はは 部昭昭長 和和 �に �併年年
任
�す月月�
る
1日日ままででととすするる。 評議員に 併 任する

事 務｛局f〔薬附学属部図分書館館長 ） j村 上 清 造l｜ 助教授 （薬学部 ） に 併 任する
｜広瀬喜七郎｜ 講師（教 育学部） に 採 用する
｜田 村 茂 夫 ｜経営 短期 大学部助 手に 採 用する
｜ 飯田 修 三 ｜ ィP

｜ 坂下和 子 ｜教 務員（工学部） に 採 用する
｜佐藤恭一 ｜助 手（工学部） に 採 用する
｜ 能萱谷久公｜
｜藤谷喜久 子 講師（教 育学部〉に 採 用する
｜ 立野 昌郷｜文部技官（文理 学部〉に 採 用する

口 博｜ 講師（文理 学部）に 採 用する
文部事 務官（工 学 部） ｜堀 田 吉 太郎｜教 務 員に配置換する

ij 。 d’ 

ィP 。 ） ｜ 高 山藤一 郎｜ // 

誼能員（ グ ） ｜ 稲垣日出 男｜ 欄員に配置換する
助 手 軽営 短大｜長 砂 望 講師に昇 任さ せ る

森 腰 IE 弘 ｜｜ ｜ 
事任務期補 は佐昭員和 3i薬年学 3部月§1に 日 採ま 用ですとする る

｜ 大坪 幸 子 ｜ 事任務期補 は佐昭 和員 3i工年学 3部月§，に 日 採ま 用ですとするる
i角井 与志 雄 ｜技任術期補 は佐昭員和 3t教年 育 3学月部31 ） 日にま 採で 用とすするる

事 務補 佐員（会計 課） I平 林 富 子 I任任期用をは昭更新 和 3す7年る 3 月 31 日までとする
技 能補 佐員（ 庶 務 課） ｜河崎美智 子 ｜ // 

事 務補 佐員 〈文理学部〉｜ 湧井 芳 朗｜ // 

ィア イア ） ｜中田 轟 調｜ dア

技 能補 佐員（ 。 ） ｜ 河原健 三｜ // 

事 務補 佐員（教 育学部） ｜ 御福 隆 ｜ // 

。 （経 済学部） ｜ 奥田 重 男｜ 。
〈。〉｜ 河崎輝 子 l ィF

輔 補 佐員（ 車学 部） 渡辺倭文 子 ｜ // 

事 務補 佐員（ // ） ｜金 兵 和 子 // 

// （ 附 属図書 館 ） ｜ 松島倶 子 ｜ ィア

// （ 附 属図書 館 ） I浜 屋節 子 ｜ ィ？
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第 21号
グ イア ） ｜森 淳 美｜ 。

グ （教 育学部， 附中 ） ｜大 房 進 ｜ 。

。 附 小〉｜ 安 部 吉 孝 ｜ // 

〈ア （薬 学 部） ｜佐 伯光 雄 ｜ /,t 

事 務補 佐員（ 附 属図書館 ） ｜阿部恭子l 1i：��軒�3月 31 日まで とする
。 〈経営 短大） ｜山 本道弘 。

イア ） ｜土池春樹｜ /,t 

｜米 村 長 敏 ｜医 任期師 は （事昭 務 和局37 年） に 3 採月 3用1 す 日るまでとする
｜ 酒井 美 昭 ｜医 任期師 は （文昭理 和学37部年） 3に月 採31 用日すまでる とする
｜福田 博 l /,t 

｜阿 部 清 一 医 任期師 は （教昭 和育学37部年） 3に月 採31用日すまでる とするi田 上
実修 j /,t ｜福田 /,t 

l：草 島 孫 ニ｜ dア

内田 重 造 医
産任
期
期
師
師
は
は
〈
（
経昭
軽昭
済
営 和制 短
学
3�
部
期4
年
竿
）
大： 学
に月
月
採3部3：
用
） 日日に
すま
ま 併
で
で
る

任とと
すすす
るるる

｜米 村 長 敏 ｜ 医 任期師 は （薬昭学 和部37 年） に 3 併月 3任1す 日るまでとする
｜松田 三知 ｜ 医 任期師 は （工昭学 和部37 年） に 3 採月用31 す 日まるでと する

事 務補 佐員（綜j茎震）｜大 房 進 ｜ 見 習員に配置換する
。

教
。

教

教

（開）｜ 安 部 吉 孝
｜｜高 野 嘉 一 技 在期術補 は佐昭員和 3�年薬学 3部月 �1に 日 揮ま 用ですとする る

島 田 和 子 ｜｜事 任 務期補 は佐昭 和員 3�年工学9 部月 �oに 日 採ま 用ですとする る
中 山 道 子｜｜ 事任 務期補 は佐昭員和 3i工年学 3部月§1に 日 採ま 用ですとする る
土 生 滋 穂 ｜｜｜ 講任 期師 は （経昭 和営 短37 年大） 3に月 採31 用日すまでる とする
｜沢 井宗隆 ｜ 。｜ヒユー ラウン｜ 講任 期師 は （文昭 酔 和 37部年） 3に月 採31 問日までとする

授 （文理学部） ｜｜大 島 文 雄 ｜｜ 講任 期師 は （経昭 和営 短37 年大） 3に月 併31 任Elすまでる とする
（教 育学部） ｜入 沢 寿 夫 ｜ 。

。 ｜沢 泉重 夫 ｜ グ
4ア ｜山 本 健 麿 ｜ // 

授 （工 学 部） ｜加 藤 。

。 ィP

授 （経 済学部） ｜内田 穣吉｜ /,t 

グ ｜ 三国 一 義 ｜ /,t 

4ア 野崎富 作｜ ィア

助教 授 （教 育学部 ） ｜山淵利文 ｜ 。

。 ｜田 中 久 雄i ィク

。 ｜頭川徹治 ｜ /,t 
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［右瀬 秀 治｜

｜池 田直 視｜

｜田 中 文 信｜

｜友杉 芳 春｜

｜岩 淵富 治｜

｜ 中 村 一彦｜

｜有 沢 一男｜

｜福 田 実｜

｜矢 後 正 之｜

｜小柳津三郎｜

｜渡 辺 護｜

｜矢 納 純 三｜
｜大 沢多美子｜

｜堀 内陸郎｜

｜奈 賀隆雄｜

｜原富慶大郎｜

｜上 子 況｜

｜進野久五郎｜

｜林 夫 門｜

｜長 谷田裕作｜

｜小 寺廉 吉｜

｜緋谷喜兵衛｜

｜大 田 正 行｜

｜石 黒 光雄｜

｜嶋 田 重 春｜

｜近藤 堅 二｜

｜藤 井 昭 二｜
教諭（教育学部附属中学校〉｜布村清太郎｜

｜筆 村 ハfレ｜
｜松本弘 －＼

i村 中 利 吉 ｜
金沢大 学助教 授｜鈴 木 寛｜

授｜萩 屋 薫｜
授｜深 宮正範｜

｜椿 原 重 行｜

｜土 生 滋 穂｜

富

大
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。
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イ少

。

。

。，

師（教育学部）

授（経済学部）
ィ7

。

教

13 

-1' 

イ？

4. 

-1' 

-1' 

ペ7

ペP

-1' 

。

-1' 

。

講師（教育学部）に採用する
任期は昭和36年9月30日までとする
講師（教育学部）に採用する
任期は昭和37年3月31日までとする

ィシ

講師（教育学部）に採用する
任期は昭和36年9月30日までとする
講師（文理学部）に採用する
任期は昭和36年9月30日までとする

。 （教育学部） 。

。

講師（教育学部〉に採用する
任期は昭和36年9月30日までとする

。

。

。

。

6 4 .  

。

。

。

ペア

-1' 

。

。

講師（教育学部）に採用する
任期は昭和37年3月31"日までとする

。

。

講師（教育学部）に併任する
任期は昭和36年9月30日までとする
講師（教育学部）に併任する
任期は昭和37年3月31日までとする

q 

授（文理学部）教助

砂文部技官（文理学部）
。ィ？

イ？// q 

-1' ク授（薬 学 部〉教助

-1' 

。

イP

講師（教育学部）に併任する
任期は昭和36年9月30日までとする

q 

。

授（工学 部〉

教戸，.，与すー大潟

教

新
-1' q 教学大北京

，タ辞職を承認する員（工学 部）台巨技

4. 
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昭和36年3月31日限り停年により退職した授（経済学部）教
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// （教 育学部）｜井 上 音判
dア （工 学 部）｜ 南 日 実

講 師（ // 〉｜大 西民 生 ｜

。
。

晶4・F

神戸寿々代｜用務 員 〈教 育学部付属 小 学校作業員）に 採 用する
l家納トミ 子 ｜ 4’ 

技 能員（工 学 部）｜増岡 愛 子 ｜技 能員に配置換する （定員内）
用 務 員（薬 学 部〉｜田 屋 世一｜用務 員に配置換する （ 。 ）
// （経楕学部）｜五十嵐 清平！

｜ 手塚作 治 用 務 員に配置換する （定員内）
金 沢 大 学 教 授 ｜｜松井 i清 〕出｜｜ 講任 期師は（工昭学和部37年）に 3 併月3任1 す 日るまでとする
助教 授 （教 育学部〉｜｜田 中 久 雄 ｜｜ 講任 期師は （経昭 済 和学37部年）3に 月3併1 任日すまでる とする

// ｜金 子 基 之｜ 講任期師は （経昭 済和学37部年）3に 月3併1 任日すまでる とする
助 手（教 育学部〉｜石 黒 国 雄 ｜ 4ア
講 師（ 4ア ）｜有沢 一 男｜ // 
金 沢 大 学 教 授 ｜｜越村 二ー 郎｜｜講任期師は （薬昭学和鵠37年）に 3 併月3 任 1す 日るまでと する
東京大 学 教 授｜ 菅孝 男｜ // 

東京大 学 助教 授｜鶴 藤 丞｜ 。
助教 授 （教 育学部）｜｜田 中 久 雄 ｜｜ 講任 期師は （薬 昭学和部37年〉に 3 併月任31 す日るまで とする
助

教
// 

手（ ィ？ ）｜石黒国雄 ｜ // 

1塩岡貞次 郎1 講任 期師は （薬昭学和部37年）に 3 採 月3用1す 日るまでとする
｜米 村 長 敏｜ // 
｜武 田 正 孝 ｜ 。，
｜渡会春 雄 ｜ // 
｜日南 田 義 治 ｜ イア
田 辺 普｜ グ

l野 村 芳 郎｜置講期師主（昭文和理学 問部） 月に 間 採 用ますでるける
大 野 芳大 郎1 // 
｜雪山俊 之｜ 〈ク

// 
// 
// 

｜進 野 久五 郎 ｜講任期師は （文昭理 和学36部年）9 に 月採30 用日すまでる とする
｜原富慶太郎｜ 講任期師は （文昭理和学37部年）3に 月3併1 任日すまでる と する
｜沢 井宗隆 ｜ // 

授 （教 育学部〉｜林 勝 次 ｜｜ 講任期師は （文昭理 和学36部年）9 に月併30 任日すまでる と する
（経 済学部）｜｜植 村 元 覚｜！ 講任 期師は （文昭理和学37部年）3に 月併31任日すまでる とする
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報 昭和 36年1 0 月1 日
助 教授 （ 教育学部）I頭川 徹 子－｜｜ 講任師期は （ 文昭理 和学36部年）9に月 併30 任日 すまでる とする ＃ 

教諭（ 附 属 中学校 教育学部）｜｜布 村 清 太郎I任期は昭 和8 37五3 月 31 日 まで とする 。
助 教擾 （ 教育学部 〉 ｜藤木揖三i .q ィP

助 教授 （金沢 大学） ｜｜山 田 琢 講任期師 は （ 文昭理 和学37部年）3に月 併31 任日 すまでる とする 。
助 教授 （金沢 大学）｜木戸 睦 彦 ｜ グ .q 

講 師 （金沢 大学）｜都島文行 ｜ .q ィP

講 師 （金沢 大学）｜里見 信 生｜任期は 昭和問月 30 日 まで 、とする 々

教 授 （ 教育学部）｜佐 々 亮I 講任期師 は （ 文昭理 和学36部年）9に月 併30 任日すでるとする .q 

.q ｜入 沢 芳夫 l .q 。
。 i玉 生 正信｜ .7 

助 教授 （ .q 〉 ｜｜黒 坂富子 任期は 昭 和。37年 3 月 31 日 まで と 教する 。
.q ｜田 中 久 雄 ｜｜ 任期は 昭和 36年 9 月 30 日まで とする 。
.q ｜ 白 井 芳 朗｜ .q 。

。 （経 済学部） ｜石瀬秀治 ｜ 任期は 昭る併3月 31 日まで とする // 

指 ｜ 池田 直視 ｜ 任期は昭和 36年 9 月 30 日までと する .q 

講 師 （ 教育学部） ｜泉 敏 郎 ｜｜ 講任期師 は （ 文昭理和学37部年）3に月 併31 任日すまでる とする イア

。 ｜金 子 基 之｜ 任期は昭 和 36年 9 月 30 日 まで とする ペP

イア ｜有 沢 一 男｜ .q .q 

助 手 （ .q 〉 ｜石黒国雄｜ .q 。
講 師 （ .q ）｜安 藤 。 ィP

金 沢 大学 助教授｜｜岩井 隆 盛｜｜ 講任期師 は （ 文昭理 和学36部年）9に月 併30 任日すまでる とする .q 

.q ｜ 三 浦 元 俊｜講任期師 は （経昭 済 和学37部年）3に月 併31 任日 すまでる とする 4 .  1 5 
警務 員（ 文理学部）｜篠原 松次 郎 ｜ 休職の期聞を昭和 3附月1 6 日 まで更新する 4 .  1 6 

｜近藤正 男｜｜講任師期は （工昭学 和部37年）に3 採月 3用1 す日 るまでと する 4. 1 7 
｜ 宇 津 一 郎 ｜｜講任期師 は （工昭学 和部37年）に3 採月 3用1 す日 るまでとする .q 

｜井 上 音 松｜ // .q 

！大 西 民 生 ｜ .q 。
｜南 日 実｜ 。

講 師 （ 教育学部）｜｜金 子 基 之講任期師 は （工昭学 和部36年）に1 0 併月 任1 0す 日るまでとする .q 

助 手 （ .q ） ｜石黒国雄｜ // 。
況JC I 講任期師 は （ 工昭学 和部36年〕に1 0 併月 任1 0す日 るまでとする 〈？

助 教授〈文理学部）｜ 永原 茂｜｜ 講任期師 は （ 工昭学 和部37年）に3 併月 3任1 す日 まるでとする 。
教 授｛教育学部）｜蝿川栄作｜

事 務 補佐員（ 附 属図 書館 ）｜ 森 淳 美 辞 職を承認する
.q ｜ 細川勝 見 ｜事 務 補佐員（ 附 属図 書館 ）に 採 用する 4. 20 

技 能員（ 工学 部）｜ 中 村 ふさ ｜ 辞 職を承認する 4.  30 

富
山
大
学

号
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会 計 課用 度 係 長｜ 中島国衛｜会計 課長補佐に 昇任さ せ る
事 務 官 （工 学 部） ｜竹 岡 環 ｜会計 課出 納係 長に 昇任さ せ る
会 計 課出 納 係 長｜本 田 文治 ｜ タ 用度 係 長に 配置換する

｜ 滋野 康 雄｜事任務期 補は佐昭 和員 3�年附 属 3図 月書31館 1ヨ）まにで 採と 用すする る
｜沢 井 事子｜

東北大 学 教授 今 井 勇之進I講任師期は（工昭学 和部36年）に9 併 月任30す 日るまでとする

講
助

技

｜清水 とし子 ｜技 能員（工 学部）に 採 用句
｜ 八島百合 子 ｜事 務 補佐員（庶務 課〉 。

正 雄｜講師 （ 文理 学部） // 

｜ 大 鹿 譲 ｜ // 。
｜ 細 井 卓 I ill期諸君主串月1自主でけ る

山 城 章I任 0期は（昭 和。36年）7 月1 日まグ でとする
田 中 憲三｜品。晶君語い初日ふけ る
久 保 村 隆 雄 （経 営短 大） グ

// 

｜佐藤 精一 ｜ 。（僻学部 L
盛 田 律 子｜｜｜ 事任務期 補は佐昭員和 3g経年済1 0学 月部31 ）日にま 採で用とすするる

師 （薬 学 部） ｜ 酒井 立夫｜ 助教授に 昇任さ せ る
手 （ 。 ） ｜森 田 直賢｜ 。

｜小橋恭一 ｜講師 （薬学部）に 採 用する
官（薬 学 部） ｜中 井 昇｜助手に 昇任さ せ る

｜中川紀美i事 務員四部 〉に 採 用する
松 田 秀雄 助手 （工学 部）に 採 用する
川 村 多実ニ 講任期師 は（ 文昭理 和学36部年）9に 月採30 用日すまでる とする

国立公衆 衛生院薬学部 長｜菰 田 太郎 講任期師 は（薬昭学 和部37年）に3 併 月任31 す 日まるでとする
助 教授 （ 教 育学部 〉 ｜ 岩田 号ム 講任期師 は（経昭 営和短37年大） 3に 月併31 任日すまでる と ナ る｜滝 沢 ヨム 辞 職を承認する

｜鈴木 重 威 講任期師 は（ 教昭育 和学36部年）9に 月3採0 用日すまでる とする
教 授 （ 文理学部 〉 ｜ 植木忠夫 評任議期員はに昭 和併 任38年する5 月1 日までとする

グ 照 道 。
教 授 （ 教育学部） ｜佐 々 亮 ィア

｜瞳川栄作 // 

教 授 （経 済学部 〉 三国一義 4ア

d’ ｜内田 穣吉 // 

教 授 （薬 学 部） ｜志甫伝逸 。
4ア // 

教 授 （ 工 学部 ） ｜ 上 野 亨 // 

-14 -
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報

。 ｜村 中利吉 ｜ // 

｜宮崎右人 ｜用 務員（教育学部）に 採用する
作 業 員（教育学部） ｜｜野田 好 一 ｜｜ 休休職職のを期 命ず間は る昭和 37 年 5 月 31日まで とする
助 手（文理学部） ｜中 山 充｜ 広島大学へ出向 を 命ずる

｜吉森 美和 子｜ 事任務期 補は佐昭員和 3� 工年学 3部月§，に日 採ま用ですとする る
助教 授（文理学部） ｜川瀬義 之 ｜警需品語辞お間住宅、とする
警務 員（ ｜植原 梧 次 郎｜ 休職の期聞を昭 輔了年 6 月1 6 日 まで更新する

相 良守 峯｜｜ 講任期師 は（文昭理和学36年部f2に月 採30 用 日すまでる とする
助教盟（文理学部）｜近藤 堅二 ｜ 講師 （教群部 〉棚田解除する
教務 補佐員（薬 学 部） 渡辺倭文 子｜辞 職を承認する

｜妙見 孟｜助手（経 済学部）に 採用する
｜金 子倫子 ｜事務員（工学部）に 採用する
｜北辻栄太郎｜ 文 部技 官（薬学部）に 採用する

会 計 課 課 長 補佐｜伊東 良一 ｜辞 職を承認する
厚生 課 厚生 係 長｜小竹雀 雄 ｜

教 育 学 部 学 務 係 長 鏑木 隆ニ｜厚生課 厚生係長に配置換する
// （ 附 属図 書館 ） ｜本田善 彦 ｜付属図 書館 閲覧係長に昇 任させ る

付 属図 書館 閲覧係長 ｜塩谷孝 雄｜ 教育学部学務係長に配置換する
技 能員（ラィ警ス守）｜永森 弄子｜教 育学部タイピストに配置換する

// （撃アJザ） ｜渡辺登美枝 ｜ 庶務課タイ ピストに配置換する
助教 授（薬 学 部 〉 ｜飯田 武 夫 ｜教授に昇 任させ る
事 務 員（ 附 属幼稚員） I Ill 井 洋子 ｜辞 職を承認する

｜清水容夫｜ 教務 補佐員（薬学部）に 採用する
技 術員（工 学 部） ｜木 谷文 男 ｜名古屋通畜産業局へ出向させ る

｜岡田佳朋｜技 能員（工学部工事員）に糊する
技術 補佐員（教育学部） ｜角井 与志 雄 技術員に配置換する

｜平 野 幸 子｜ 事 任務期 補は佐昭員和 3t教年育 3学月部31 ） 日にま 採で 用と すするる
｜南 部 睦 ｜助 手（文理学部 〉に 採用する

総 ムロ ’情 教育学部 第一 中等教育科
報 第 一初等教育科

経 済学部
第九 回 卒業式 薬 学 部

工 学 部 電気工学科3 月20 日第9回卒業式が挙行された。 こ の 日大学を 巣立 工業化学科ったも のは 5 06名で内訳は 次 のとお り である。 金 属 工学科
文理学部 文学科 機械工学科

昭和 36年10月1 日
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第2回経 済学専攻科修了生第 8回薬学専攻科修7生

1 名1 名
当 日学長の送別の告辞は 次のと おり で、ある。 なお 吉田知

事 も来席され餓けの辞を送った。
学 長 告 辞

第 九回の卒業式を挙行するに際し ， 吉田知事をは じめ各
界の代表各位の御臨席下されたことをまことにゐ り がたく
御礼申し上げます。 わが大学は ここに各506名 の卒業生諸
君を社会におくり 出し ますが，諸君は まじめに勉強せ られ
優秀 な成績をも って今 日この最高学府を卒業せられる ことは ，まことにおめ で、たい。 私は尊敬と よろこびと愛をも っ
てお祝する。 さ らにこの青 年学生を 育 てゐげられた全学の
教 官各位， 家庭の保護者各位， および内 外各位の並々なら
ぬ御尽力と 御苦労に対し て心から感謝いたし ます。
卒業生諸君は 本 大学における学習と教養生活を基礎と し

て新し い 日本を創 り 為げて下さ ること を 期待する。 新し い日本は 平 和な民主国家で為る。 崇高な文化国家である。 世界人類の最高理 想を実現する国家である。 われら 日本人は
全力を尽し てこれを達成することを新憲法において内 外に
宣誓し ている。 と ころが 内 外の情勢を省みる と き ， 必ずし
も実現に近づいている と 思われない。 ゲーテと おなじよ う
に「も っと 光を」と 叫ばずに はおれ な い ので、ある。 この
際，期待される のは 諸君である。 諸君は 新し い憲法によ る
新し い教 育を 完全に身につけてここに最高学府を卒業される のである。 諸君は 新し い 日本人と し て 育 てられた毛デル
ケースである。 諸君こそは 新し い 日本を創造すべき主人公で為る。 諸君をおくり 出すにあた り 践と して四つのことを希望する。
第一 諸君は 本学において真理 を探求し ，正義を把握す
る知性と 徳性を身につけられた筈である。 諸君は これから
社会に進出し ていよ いよ この知性と 徳性を高度にみがきゐ
げて， 正 確に民衆思想を体得し 平 和生活 の実現に献身せ ら
れる ことを希望する。
第二諸君は 本学において， 人間の全貌を見 届け， 個人
と しての尊厳をたかめ， 社会人と し ての教養をふかめられ
た筈である。 諸君は 排他利己のむさぼ り と ， 暴力斗争のい
か り を 克服し て， 敬愛と 和睦 の明る い人生を開発されることを希望する。
第三 諸君は 本学において優秀 な伝統的遺産を う けつ
ぎ， 発潮たる前進的創造を学習された答で、ある。 希くは 保
守反動に拘束されず， 盲進独歩に脱線せ ず，力強く歴史的
現実をふみしめて， 一 歩一 歩豊かな人生を開拓される こと
を希望する。
最後に希望する。 諸君は 自重自愛せ られて， 身も ，bも健

やかに生き ぬいて下さ い。 低俗な亨楽と 慌し い乱歩に と り
みだすこと なく， 秩序ある 清潔な生活をいとなみ， 人聞に

学
めぐまれた崇高な生 命を活現せ られることを希望する。仏陀の「すべて人 に々仏性がある」と いう 遺教は ， 上野
の寛永寺の鐘の銘と し て刻まれてある。 カント の「私の頭
の上に星の輝いている 空と 私の心の中にある道徳のおし えは 考えれば考えるほど新し いおどろき と 尊敬の心をおこさ
せ る も のがある」と いう 遺言は ，その銘となっている。 諸
君は このめぐまれを， 生命を， 信知し て自分を 大切に取扱
い， 自分を誠実に活かされることを希望し て，践とする。

36年度入学試験

3 月22 日， 2 3 日の両 日本 年度入学試験が行われた。 会場は 例によ り経 済学部は 富山商業高校， 薬学部は 奥田中学の
校舎を借り て行った。 この両 日は 幸い天候に恵 まれ， ただ
さ へ重くなる 受験生の心を幾分でも 軽くするに役立つたと
思われる。 こと し の募集人員，志願者数， 受験者数及び合
格者数は 次に掲げる と おり である。

学 部｜学 科 出露出｜譲I���：

薬 学 部｜薬 学 科I 801 6 761 398 1 80 1 1 21 1 2 1 80 
電気工 学科I 40 1 31 OI 2 1 31 401 51 51 40 

工 学部1�！�1ご｜去l�l�l�I�

合 機で科｜三l�I三＇�＇ 7 :1 3�16i 

3 6 年 度入学式

入学式は 恒例 日の4 月1 0 日挙行された。 今 年度入学生は
6 38 名 で、ある。 2' 3 日来 のフエン現象によ る強風も どう
やら治 まって， この 日新入生を迎えるには 絶好の 日 和と な
った。 講堂玄関前の桜樹は 昨 年は やや盛り を過ぎていた
が， こと しは 大雪によ る 遅れもあって満開とは 行かなかっ
たが， かへって若い学徒を迎えるにふさわし い容色であっ
た。 1 0時開式， まづ梅原学長から 大よ そ次のよ う な告辞が
行われた。
「心よ く晴れ上った本 日， 総べてのも のを生かし 育 てる

朗かな春光の照り 輝ゃくう ちに， 新し く入学される 68 3名
-1 6 ー



報
の諸君を迎えて， 第 1 3回の入学式を挙行す る こ と は， 本学
の最 も よ ろ こ び と する と こ ろ で あ る 。

入学式は， 諸君に と っ ては ま こ と に意義深い最高の学事
であ り ， こ れか ら 学生生活を展開せん と す る にゐた り 最初
に行わ る る 式典で、あ る。 そ し て諸君の将来を位置づけ る大
切な出発点で も ある 。

お よ そ， 天 と 人の聞に立 っ て， こ の両 者 の 関 係を調整
し ， 活殺す る も のは人閉それ自 身であ る 。 そ の人間の価値
と 使命を達成せ し め， 真実の人聞を形成せ し む る こ と は ま
こ と に厳粛な課題で、あ る 。 こ の課題を解決せ し めん と す る
のが教育であ る 」

と 説 き こ こ で こ の教育の基本理念 と 大学教育の使命の根
本に触れて， 教育基本法の第 1 条， 学校教育法の大学教育
の条項であ る第52条を援用 し てその 内 容 の 解明を行 っ た
後，

「富山大学においては， こ の 2 法の 2 つの条項が示す理
念， 目 標に近づ く べ く ， そ し て こ れに添 っ た典型的学生
像， 進んで、人間像を形成すベ く 努力 し てい る が， 諸君 も ま
た こ れに相応 じ て， 富山大学の 名誉にかけ て， 理想的学生
生活を作 り 上げて行 く こ と を希望し てやま ない。

い ま や校庭の桜樹は ら ん ま んの花の装いを こ ら し て優 し
く 諸君を招 き ， 遠 く 望む立山連峰は 白銀の冠を 戴い て ， 厳
粛に諸君を迎え て い る 。 諸君は朝な 夕 な ， 立山連峰の気高
い姿を 仰 ぎ ， 親み， こ の秀いでた山容にふ さ わ し い大学生
と し て 4 年の生活を送っ て貰いたい 」

と 結んだ。
こ れに対し て新入生の浜田輝靖君が答辞を述べて式を終

っ た。

経営短大入学試験 と 入学式

経営短大の入学試験は 4 月 2 日 経済学部で、行われた。 入
学志願者数は 207名であ っ たが， 試験当 日 の欠席者が 29名
あ っ たか ら ， 受験者数は 1 78名である 。 こ れは募集人員 80
名に対し 2. 2 倍にあた る 。 こ の志願者の う ちには 7 名の女
子が含 ま れて い る。 こ れは従来女子には縁の なかっ た経営

昭和36年1 0月 1 日

学への女子の関心が高ま りつつあ る傾向 と し て注 目 に健す l 宮
る。 i 山

こ れ ら 合格者94名は 4 月 8 日 発表 さ れたが， そ の入学式 l 大
は 4 月 1 6 日 1 0時か ら 黒田講堂で行われた。 式は約'40分で終 l 学
り ， そのあ と オ り エ ン テ ー シ ョ ン に移 っ た。

各 学 部 長 改 選

教 育 学 部 長

教育学部長の任期は 3 月 末 日 を も っ て満了 と な る ので， ｜ 号
選考規程の 1 ヵ 月 以前 と い う 定めに従 っ て， 2 月 1 5 日 同学
部で選挙が行われ， 溝上茂夫学部長が再選 された。

経 済 学 部 長

城宝学部長の任期 も 3 月 末で終了 す る ので， 2 月 23 日 同
学部で選挙が行われ， 花井益一教授が当選 し た。 花井部長
は 7 代 目 で、 あ る 。 花井教授は こ と し 53才， 和歌山県出身で
昭和 6 年東京商大卒， 和歌山女子専門学校， 和歌山高商の
教授を経て， 26年文理学部経済学科に教授 と し て迎え ら れ
今 日 に至 っ たので、あ る 。

工 学 部 長

南 日 学部長は別記の と お り 停年制に よ り 3 月 3 1 日 限 り 退
職せ ら る る こ と と な っ たため， 2 月 1 5 日 同学部で選挙が行
われ， 野路末吉教授が当選 し た。

野路新学部長は金沢市出身， 昭和 6 年東北帝大理学部を
卒え， 東京工大助手を経て， 三共会社に入 り 高峰研究所，
三共活性炭の工場長を勤め て 1 7年渡台， 台南の南 日 本化学
の工場長 と な っ たが終戦 と と も に帰還， 21 年高岡工専の教
授 と な り ， それが工学部 と な っ て今 日 に及んだ。

薬 学 部 長

横田学部長の任期は 8 月 23 日 で満 了 と な る ので， 7 月
1 5 日 同学部で、選挙が行われ横田学部長が当選 し た。 こ れで
大学創立以来連続 5 選 と な っ た。

文 理 学 部 長

高瀬学部長の任期は 8 月 31 日 で満了 と な る ので， 7 月 14
日 同学部で選挙が行われ， 高瀬教授が当選 し た。

昭和36年度科学研究費交付金等 の採択決定
個 人 研 究

本年度科学研究費交付金個人研究につい ては， 各学部か ら 63名65件の応募申請があ っ たが， 結局次の 1 2 名 1 2件の採
択決定 し た 旨の通知が 5 月 1 7 日 付を も っ て本省大学学術局か ら 通知があ っ た。

学 部 ｜職 氏 名 ｜講 研 究 課 題 交 付 金

文 理 ｜ 助 教 授 佐 口 透 東 洋 史 ジ ュ ン ガ ノレ （準喝爾） 遊牧国家の歴史的研究 8万円
。 佐 藤 自 郎 独 文 第 一 Fraug Grillpargerの喜劇について 1 0 グ

教 授 竹 内 豊 三 郎 化 学 第 一 合金触媒の基礎的研究 24 グ
助 手 掴 令 司 生 物 第 二 魚、印の受精付活に伴 う 電気的変化について 8 // 

助 教 授 梅 原 隆 章 史 学 第 一 漢方薬の史 的文献的研究 1 0  // 
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経 済 ｜ 助 教 授
講 師

// 

薬 学 助 教 授

工 学 教 授
。

助 教 授

武 暢 夫 経 済 第 二

飯 原 慶 雄 経 営 第 一

飯 田 武 夫 製 薬

村 中 利 吉 機械工学第二
森 棟 隆 広 金属工学第三
位 崎 敏 雄 金属工学第二

機 関 研 究

守副4ー

株式会社支配に関ナる ー連の法律的研究

1
イ
6，

ギ
1
リ
7世

ス 農
紀

業
にお

にお
け

け
る農

る
民
資本

層
主
の

義
分解
の成立過程－

経営科学にお け る 数学的方法

Diopersed Sodiunの有機会成への応用研究

超音波振動が切削抵抗下に及ぼす要因について
反射炉製鉄に関する研究
金属枇化物の冶金学的研究

機関研究の本年応募申請は次の 1 件で， こ れが 5 月 1 2 日 付を も っ て採択決定 と な っ た。
薬学部 教 授 中 沖 大 七 郎 交付金 45万 円

研究課題 牛寅の生薬化学的及び薬理学的研究

科学試験研究費補助金採択決定

こ れについては 6 件の申出があ っ たが， 次の 1 件のみ採択 と な っ た。
薬学部 教 授 北 川 晴 雄 補助金 50万 円

研究課題 含ハ ロ ゲ ン 芳香環化合物の薬品的応用研究

昭和36年度内地研 究員

本年度内地研究員は 4 月 22 日 付を も っ て次の と お り 採択
が決定 し た。
文 理 学 部
・ 日 南 田 俊 二 助手 物理第二講座

出 向 先 御茶の水女子大学理学部
研究題 目 簡単な分子の電子状態

薬 学 部
・ 桜 井 謙 之 介 教授

出 向 先 東京大学薬学部
研究題 目 医薬品の防 カ ピ

薬剤学講座

指 導 者 教 授 野 上 寿
経営短期大学部
• 7.k 井 謹 作 助教授 英語

東京都立商科短期大学部

1 0  // 

5 // 

5 // 

20 // 

22 // 

20 // 

1 3 // 

指 導 者 教 授 石 黒 英 一
出 向 先
研究題 目
指 導 者

英及び米両商業英語の言語学上の諸問題
・ 松 沢 芳 郎 講師 ド イ ツ 文学第一講座

出 向 先 東京大学文学部
研究題 目 1 9世紀初頭の ド イ ツ 文学 （特に ク ラ イ ス ト

を 中心 と し て）
指 導 者 教 授 手 塚 富 雄

教 育 学 部
・ 右 黒 国 男 助手 体育学第二講座

出 向 先 東京教育大学体育学部
研究題 自 身体運動におけ る 疲労について
指 導 者 教 授 杉 靖 三 郎
・吉 岡 周 明 講師 職業第三講座

出 向 先 京都大学工学部機械工学科
研究題 目
指 導 者

密封軸受の運転性能
教 授 佐 々 木 外喜雄

経 済 学 部
・ 武 暢

出 向 先
研究題 目
指 導 者

夫 講 師 経済学第二講座
京都大学経済学部
1 6ー1 8世紀の イ ギ リ ス 農業史
教 授 堀 江 英 一

教 授 栗 林 定 次 郎

長 期 研 修 者

学報第20号に掲げた以後の長期研修者は次の と お り であ
る 。
文 理 学 部

技 官 畠 （市 三
出 向 先
指 導 者
研究題 目
期 間

薬 学
助 手

出 向 先
指 導 者
研究題 目

期 間

東北大学金属材料研究所
東北大学教授 広 根 徳 太 郎
、 マ ン ガ ン 錫合金の強磁性相ぇ

昭和35年 9 月 i 日 ～1 0月28 日
部

金 岡 叉 雄
九州大学医学部
教 授 西 海 枝 東 雄
、チ オ セ ミ カ ル パ チ・ ッ ト 関連化合物の合成

研究、
昭和35年 1 0 月 1 日 ～昭和36年 3 月 3 1 日
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報 昭和36年1 0月 1 日
講 師 小 橋 恭 一 富
出 向 先 大阪大学微生物病研究所 山指 導 者 薬学部教授 堀 三 津 夫 大研究題目 抗ウ レ ア ー セ剤の抗菌性との関連について 寸，...，ー－ 

助 手
出 向 先
指 導 者
研究題目期 間

田 上 昇 一 郎
九州大学医学部教授 西 海 枝 東 雄、ピ ラ テ ン関連化合物の合成、昭和36年 5 月 1 日 ～1 0月 31 日

昭 和 36 年 度 科 学 教 育 研 究 室 開 設

本年度の科学教育研究室は関係者を集め 5 月 1 6 日開室の式を行ったが， 前期は 9 月 1 5 日 まで， 後期は 9 月 1 6 日から1 2月 1 5 日 までで、ゐる。 こ と し も科学技術教育振興の趣旨に添ってか， 次の とお り全部理科学関係にしぼられている。 l 号

学 部門目 I�者同一 1 :1 氏 名 ｜樽1？；日： ／開｜舟｜ 研 究 題 目 I;:I；ょ
fヒー 1::::::1教諭｜釣谷久イ富山IE臨時胃1:::\iまえ削除｜柴田 万年
｜物 理 学｜ 。 1::::t 1島田 博十 ｜曹長調

。
ト ！？につI

1 1＂＇ .， 茂

理 学｜ 。 1�！！：：田｜ グ ｜浅野 隆臣 ｜ 。 島吉宮｜ 。

木
校
伏
学

市
中

岡
木

高宮伏学産蓄
部学育教

。
l:it!:郊農村の共｜ ｜ 同経営につい｜ ｜ 

。 1て （特に養鶏｜ グ ｜高森の共同経営化｜ ｜ について） ｜ ｜ 
理科教具の研。 ｜究 と試作につ ｜教授 l沢泉いて 重夫

乙松

新湊市放生津 オフいつ
お電に

管ラ扱に
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部学工

電子計測｜ 。 。 ｜井 上 浩

。 ！横山 辰雄
電気分解の機。 ｜構の研究 グ ｜横山 辰雄

A Eコ 計 6 名7 名

大学後援会の総会

6 月 9 日 （金） 午前1 0時から黒田講堂で本年度総会が行われた。 これよ り先， 9 時から階上の来賓室で役員会を聞
いて， 総会に持ち出す議題の案件ならびに会運行についての協議をした。この 日 出席役員は大学側の梅原名誉会長ほか各理事， 山森副会長ほかの学外の理事 8 名であるが， この う ちには前会長で前県知事の高辻武邦氏の顔が見えた。
定刻役員会を打ち切 り 一同総会場に臨み， 村上理事の司会で始められた。 参会の父兄は， 夜 来 の 雨 は上ったもの
の， はっ き り しない天候のためもあっ てか， 約80名であっ

た。
例に よ り 山森副会長が議長席についてまづ高辻氏の久し振 り の来席を歓迎し ， 氏の本会創設の功を賛え， 今 日 まで
1 0年の順調な歩みに万足の意を表し ， 協力の父兄役員に感
謝して， 本会は全国立大学中にも異数の存在である こ と を
自賛して， 挨拶を終った。 次いで田中事務局長の過去 1 年間の大学の概況につき説明があったが， 局長はこの う ちで
集中計画進行について概況を次の如く 述べている。 即ち文
理学部の校舎は大蔵省に移管し ， その見返 り と し て本年度
に計上された予算によ り ， 6 月30 日入札， 7 月 中旬着工さる る こ と と なった。 着工さ る る建物は文科系 と一般教育課程の教室， 鉄筋コ ン グ リ 戸 ト 4 階建と古い校舎 （元兵舎）
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22年 間出張所の庶務課長
24年 同資材課長
25年 和歌山大学会計課総務係長
28年 同大学学芸学部事務長
3 1年 同大学会計課長
36年 4 月 本学会計課長

寺西礼一施設課長

福井大学施設課企画係長から転任
福井市の出身， 大正 4 年10月 1 0 日 生
昭和1 1 年 福井高等工業学校卒

1 1 年 台湾総督府専売局庶務課勤務
1 3年 台湾で応召， 上海戦に加わ り 負傷 入院
1 4年 応召解除
1 5年 復職， 専売局技手
22年 内地帰還， 教育施設局名古屋出張所勤務， 文

部技官
24年 文部教官， 福井工業専門学校勤務
25年 文部技官 と な っ て福井大学施設課企画係長 と

な る
36年 3 月 本学施設課長

鈴木定次郎学生課長

信州大学文理学部事務長から転任
山形県出身， 大正 5 年1 1 月 30 日 生
昭和1 3年 早稲田大学専門部政治経済科卒

13年 満州国協和会勤務
18年 東山産業株式会社馬来半島各事業所勤務
23年 文部省管理局教育施設部勤務
25年 文部大臣官房人事課勤務
3 1年 信州大学文理学部事務長
36年 本学学生課長

小原太嘉之助課長

課長は島根県人ながら 早 く か ら家族 と と も に北鮮にお ら
れた。 従 っ て出身校も 京城高等商業である。 その後実業学
校畑で教諭を勤むる傍ら書記を も 兼務 し た。

終戦後， 郷里島根の中学に教鞭を と っ たが， 23年文部教
官 と な っ て福井師範の教授に任 じ ， 24年大学に包括せ ら る
るや， 事務官専任 と な っ て初代庶務課 長 と な り 9 年間在
職， 33年本学庶務課長に転 じ て今 日 に至 っ た も ので為る。

課長は こ と し 51 才， 泊の乗 り 切 っ た年ばえで、あ り ， ス ポ
【 ツ で鍛えた見るから にが っ ち り し た体躯の方で、ある。 事

藤野博次会計課長 ｜ 務官 と し ては専任1 2年で決 し て長い と はいえないが， も と

和歌山大学会計課長か ら転任 ｜ も と その専門が商業であ り ， 大学の事務管理， 経営技術に

和歌山市出身， 明治45年 3 月 1 2 日 生 ｜ は抱負があ っ た よ う である。 昨年の夏行われた J s T研修

昭和 6 年 中学卒 ｜ 会の催 し も学内全般の事務管理についてであ るが， こ の抱

昭和 6 年以来約1 0年研究所や商店や気象台等で勤務 ｜ 負実現の努力の一つの現われであ っ た と 見ている。

1 6年 本省、雇と な っ て大臣官房会計課に勤務 ｜ 五十嵐尚会計課長

2 1 年 事務官 と な っ て教育施設局大阪出張所に勤務 ｜ 五十嵐課長は東京駒込の生れ， こ と し49才で、ある 。 商業

第 2 1 号

の改築す る も の合せて し400 坪， 既設自然科学教室の建増
分440坪， 合計し840坪に上る も のであ っ て， こ の建設は37
年に継続増築される。 なお薬学部の着工は37年度に予定さ
れ， 学生の厚生施設 と し ての寄宿舎， 学生会館 も ， 同年度
に建設さ る る予定で、ある。 こ の他教官の学位取得， 外遊に
触れ， 次いで学生の入学状況， 就職の模様， 更に人事， 予
算， 研究費， 建設工事につい て 撞 々 述べる と こ ろがあっ
た。 こ の あ と 大島学生部長から学生運動のあ り 方や， 赤谷
山遭難事件についての説明があ っ た。 こ こ で35年度の決算
報告， 36年度の予算審議 と 進んだが， こ れ等に対する質疑
と し て， 父兄 よ り 後援会の計画， 集中計画実施に伴 う 敷地
の狭酪， 後援会事務専任者の待遇， 会費納入の実績な ど，
後援会に理解と 同情溢る る質問が次々 と 出 さ れた。 終 っ て
役員改選に移っ たが， こ の聞に 梅 原 名 誉会長の挨拶があ
り ， 顧問に選ばれた高辻氏の挨拶が為 っ て総会を終えた。

各 課 長 の 更 迭

こ と し厚生を除 く 各課長の異動は， 3 月 ！ 日 付の施設課
長を皮切 り に， 4 月 1 日 付で庶務， 会計， 学生の各課長が
更迭された。 これは学生数 3 , 000 人以上の大学の学生部に
次長制が敷かれたのに関連する異動 と いわれているが， な
んに し て も かかる課長 グ ラ ス の一斉異動は， 今までも なか
っ た こ と で、ある。

ま づ新任課長の略歴を記し て紹介 し ， 他へ転出された方
々 の閲歴， 人物， 功績な ど記し て館けの辞と し たい。

村上虎太庶務課長

文部省大臣官房人事課給与班給与第 4 係長から転任
福岡県出身， 大正1 0年 1 月 1 7 日 生
昭和1 6年 福岡県立師範学校卒

27年 立正大学文学部地理学科卒
昭和1 6年 以後， 福岡県下の小学校訓導， 中学校教諭を

勤めて昭和22年文部省に入る
23年 文部事務官 と な っ て教職員適正審査の仕事に

業わる
28年 大臣官房人事課勤務
3 1 年 同人事課給与班勤務
33年 同人事課福祉班厚生係長
35年 同人事課給与班第 4 係長
36年 本学庶務課長

........ 守ー
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報 昭和36年1 0月 1 日

学校を出た翌年東京工業大学の会計課に勤務， 早 く も 経理 ｜ 和20年文部省に出向 し て， 事務畑に転身， 大臣官房総務局 l 富
の仕事についている。

然かも こ の勤務中 日 本大学専門部で法律の課程を終えて
いる。 それから教育畑の会計事務にたっ3 わ っ たが， 昭和
26年東京学芸大学世田谷分校の事務長 と な り ， 翌年同大学
の会計課長補佐 と な っ て， 29年に本学へ会計課長 と し て転
任し たので、ある。 その職歴から すれば終始会計畑を一筋に
歩 る いているのである。

氏の本学におけ る在職 7 年聞は五福地区集中計画実施の
前期に属し ， こ の間集中に伴 う 建設整備の仕事に業わ り ，
氏は会計予算の面か ら その促進に貢献し た功績は頗る大き
し 、。

性頗る ら い落で， 表面豪放に見え るが， それで、いて会計
家 と し ての細い神経を も ち合わせていた。 酒興至らば， 若
い課員 と 一緒に踊 り 出す と い う 天真の一面 も あ っ た。

こ のたびの転出先神戸大学は景勝の地であ り ， 天下の 名
酒の産地灘が足下にある と い う 好環境で， 氏に と っ ては栄
転以上に会心の転出であ ら う 。

山 田啓祐課長

課長は他の課長に先だ っ て北海道大学の施設課長に転出
された。 こ と し47才の働き 盛 り である。 生地は大阪である
が， 小学校は札幌で、卒えている。 昭和1 1 年福井高工を出 る
や， 街の工務所で、勤めていたが， 1 4年退職再び学生生活に
戻 り ， 1 6年東京工業大学を卒えている。 併 し 当時の戦局は
職に就 く を許さず， 直ちに軍籍に入 り ， 陸軍技手 と し で中
部軍経理部に配属 し た。 後技師 と な っ て同軍の司令部付 と
な っ たが， 終戦 と な るや復員 し ， 翌年地方技官 と な っ て岡
山県の土木部建設課員 と な り ， 次いで総理庁技官を経て，
24年岡山大学施設課企画係長 と な っ て国立大学入を し た。
か く て28年には高知大学施設課長 と な っ て， 本学へは32年
に転任し ている。 従っ て在職は 4 年 と な る。

本学では創立以来専任の施設課長が置かれていなか っ た
ので， 山 田課長が最初の専任者 と い う 訳で、ある。 課長の任
期は 4 年でゐるが， その間E門， 黒田講堂， 本部庁舎， そ
れに附属小学校の体育館や幼稚園校 舎 の 建 設工事を手掛
け， 3 月末工を竣えた工学部の工業化学実験研究室は課長
最後の仕事 と な っ た。

転出先は小学校時代を過し た札幌であ り ， 北海道大学で
あっ て見れば， 課長に と っ て ま さに会心の転出であ ら う 。

紺野定三学生課長

課長は こ のたび静岡大学の厚生課長に転出 された。
課長は福島県の出身であ る。 大正12年郷里の高等小学校

の代用教員を振 り 出 し に福島県下の高等ノト学校で、訓導を勤
めていたが， 昭和 8 年一旦現職を退き 日 本大学専門部師範
部に入 っ て， 1 1 年 3 月ま で在学， 国漢文を専修し ている。
同学を終え る と 再び郷里若松の高等小学校の訓導に復帰し
進んで千葉県の佐久良高等女学校の教諭を勤めている。 昭

や文書課な どで勤務し た。 24年山梨大学庶務課長に転出 し
たが， 27年本学厚生課長 と し て転入， 30年補導課長 と な っ

山

大

学
て今 日 に及んだも のである。

在任 7 年 9 ヵ 月 ， 相当長い期間であ っ た。
昨年末か ら課長転出の時ま でに及んだ山岳部員の赤谷山

遭難事件には当の責任者と し て傷心， 骨身を削づる苦労を
された。 事件中防寒帽， 防水コ ー ト ， ス キ ー靴 と い っ たい
でたちで通勤された姿は， 今 も 眼底を去ら ない。 最後ま で ｜ 号
残された鶴居君の遺体が， 課長転出発令の直後に発見され
た こ と は課長への何よ り の銭け と な り ， 心置き な く 赴任さ
れた こ と であら う 。

停年退職の諸教官

土生滋穂教授

土生教授は福井県武生の産， 大正 7 年 6 月東京帝大法学
部を卒業 し ている。 卒業の年武生中学 の 教 諭 の嘱託を受
け， 1 年半ばか り 在職 したが， 再び母校の大学院に入 り ，
1 3年 2 月 文部省の留学生 と し て法律学研究のため， 2 年間
英独米の 3 ヵ 国への在留を命ぜられている。 昭和 2 年帰国
するや， 高岡高等商業学校の教授 と し て迎え入れられた。

か く て 1 7年間同校 と 運命を共にせられたのであ る。 即ち
1 9年高岡高商は経済専門学校 と な り ， 三転戦局の要請によ
っ て工業専門学校と な るや， 同校の講師嘱託から 同年1 0月
白意退職 と な っ た。 そ し て郷里で自適の境地に為っ たが，
その後勝山精華高等学校長に就任 し た。 然かも こ の在任中
に福井県教育委員に 2 団連続当選されている。 と こ ろが折
から文理学部のー学科から昇格し た経済学部が強 く 要望し
てお招 き し たのである。 在任中は民法を講ぜられたので、為
るが， こ の間学部長， 次いて経営短期大学 部 の 主 事を併
任された。 退職後は招かれて名城大学の教授 と な られた。

南 日 実教授

工学部長南 日教授は生粋の富山 っ 子で、ある。 大IE 8 年九
州大学機械工学科を卒業するや， 母校の付属専門部の教授
に就任 し ている。 次いで1 0年仙台高等工業学校教授に任ん
ぜられたが， こ の在任中1 1 年機械工学一般特に水力機械研
究のため約 1 年半の間， ド イ ツ ， イ ギ リ ス ， ア メ リ カ への
留学を命ぜられている。 昭和 9 年には同校機械工学科長 と
な り 3 年在任， 同1 8年には渡台， 台北帝大の教授 と な り 工
学部材料強弱学講座を担任し ている。 21 年同大学の廃止 と
と も に帰還， 翌年堀川 中学校長， 次いで県立富山高校長，
県立南部高校長を歴任， 27年に工学部講師 と L て本学入 り
を し た。 29年教授 と な り 34年横山教授のあ と を追っ て工学
部長 と な っ て今 日 に及んだので‘ある。 教授の専門 と いえば
その業績 と し て 「材料強弱学及び弾性学」 「材料力学」 な
どの著書がある。 退職後も工学部の非常勤講師 と し て時々
銀髪痩身の温容に接する こ と が出来る こ と は幸いで、ある。
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井上音松教授

井上教授は佐賀市の出身， 大正1 1 年 3 月 東京帝大文学部
教育科を卒業するや， 東京私立帝国女子専門学校の講師を
振 り 出 し に， 旅順工科大学予科教授な ど勤め， 昭和 5 年帰
国するや， 東京聖心女子学院講師に任 じ ， 8 年には浦和高
校教授に任 じ られてい る。 翌 9 年には学習院教授 と な っ て
4 年間在任し たが， 1 9年 9 月再び大陸へ渡 り ， 北京市政府
教育局学務委員， 同局補佐官 と な り ， 北京師範大学講師を
兼任， 終戦 と と も に帰国し た。 23年には大阪第二師範学校
教授に補せられたが， こ こ から25年富山大学教授 と な り ，
教育学部の教育学を担当し たのである 。

教授は誰れ と も 気軽に語 り ， 孫の よ う な学生を相手に し
て も 少 し も 隔てがなかっ た。 いわば庶民的で瓢逸な風格の
方で、あ っ た。 戦時を遠 く に見送 っ てい る今 日 も ， 紺の詰め
襟の服を着， 将校用の カ バ ン をかけ ら れた姿は， 昔ならば
奇行の人と 呼ばれたで、あ ら う 。

退職後も 長江の住宅に 自適の生活を送っ てい られる。

大西民生講師

大西講師 （工学部） は富山大学教官 と な られて 9 年であ
る。 こ れが教育者 と し ての経歴の総てである。 既往の大部
分は次の と お り 技術者 と し て民間電気 事 業 に 尽されてい
る。

講師は福井県人で， 大正 8 年大阪高等工業学校電気科を
出 るや， 直ちに大阪電気分銅会社の勤務を振 り 出し に， 大
同電力へ入社， 同社の福井， 大野， 武生， 新淀川ほか数 カ
所の変電所， 発電所の主任や所長を次々 と勤めている。

昭和14年 日 本発送電会社が発足するや， 嘱託 と な っ て設
立事務に参画， 次いで同社の諸発電所や建設事務所の所長
を勤め， 同社北陸建設事務所電気部長を最後に， 昭和25年
同社を停年退職した。 然かも こ の在職中に県の電気製塩組
合の工場長， 理事を， ま た県の或は中部地区の電力使用合
理化の委員を勤めて， 食糧難， 動力難緩和の一翼を担 っ て
活動し ている。 退職後その電気に関する学殖 と 経験を買わ
れてお年工学部の講師 と な り ， 電気工学科第三講座を担当
主 と し て発電， 変電， 送電， 配電等電力応用の面を担当 し
ておられたので、ある。 退職後も非常勤講師 と し て工学部に
通 っ てい られる。

武石勉教授の転出
武石教授は一身上の都合に よ り ， 郷里の大分大学の経済

学部に転出 さ る る こ と と な っ た。 昭和26年 4 月就任以来1 1
年にな る。

昭和 5 年東京帝大経済学部を終え る や， 直ちに東京朝 日
新聞社に入 り ， ま づジ ャ ー ナ リ ス ト と し て出発し ている。そ
し て在職 8 年に及んでいる。 1 3年渡満， 満鉄本社の調査部
に勤務， 次いて1 6年東京支社に移っ て調査事務に業わっ た
が， 20年 6 月 退社 し て佐賀県公立青年学校の教諭 と な り ，
初めて教職に就いている。 翌年には大分県に出向を命ぜ ら

学

れ， 故郷の 日 田中学， 次いて 日 田高校の教諭 と な っ た。 か
く て26年文部教官 と な っ て， 本学の文理学部へ教授 と し て
迎え入れられたのである。 在任中教授の識見手腕を買われ
て学生部長の要職に選ばれている。 その上数多 く 委員を兼
ねてい られた。

こ と し56才， 教授ス タ ッ プの充実が要望される折から ，
本学を去られたのは惜まれる。 併教授 と し ては故郷の大学
に勤め られるのであ るか ら寧ろ栄転に優る思いであ ら う 。

広瀬コ ヒ サ助教授の退職

教育学部の広瀬助教授は御病気 と 家庭の御都合で 3 月限
り で、退職された。

助教授は婦負郡神保村の出身で， 大正1 4年に東京女子高
等師範を出 られた方で、あ る。 学業を終え るや， 私立武蔵女
子学習院に奉職， 昭和 4 年には高崎高等女学校に転 じ ， 昭
和 9 年郷土に戻られた。 そ し て菊芳女学校， 東水橋実業学
校の教諭を歴任， 1 2年富山高等女学校の教諭 と な っ て， 同
時に富山師範学校の教諭を も兼ね ら れた。 然かも 両校に在
勤の際は両校の寄宿舎の舎監を兼ねていられた。

か く し て1 8年師範の文部省直轄に伴い助教授 と な り ， 20
年教授 と な っ て大学に移行， 今 日 に至っ た。

教育学部では， 家政学 と 食品学を担当， 家政科の代表的
な教官であ っ た。 27年頃不幸病魔の犯す と こ ろ と な っ て 1
年余 り 療養された こ と があ っ たが， これが遠因 と な り ， 一
身上の都合も 加わ っ て， ま だ停年に 7 . 8 年も の余裕を残
し て退職された こ と は惜まれる。

佐藤 白 郎副教援の転出
文理学部の佐藤助教授は 4 月 1 日 付で名古屋大学の文学

部の助教授に転出 された。
助教授はも と も と 名古屋の生れであるから， 故郷に帰っ

た訳で・ある。 併， 中学は長野県の伊那中学を， 高等学校は
新潟高校を出ている。 そのため長野県下 と 新潟県下で中学
や高校の教師を勤めていたが， 23年一旦教職を中断， 名古
屋大学へ入学し ている。

そ し て大学を終え るや， 愛知県下 の 高 校 の講師を勤め
て， 27年に名古屋大学の助手 と な り ， 29年本学の講師 と な
る ま で在勤し ていた。 従 っ て今回の転出は母校に帰っ た こ
と にな る。 本学では昨年 2 月 助教授に昇任 し たばか り であ
る。 ま だ35才 と い う 春秋に富む方であ り ， 在職も 僅か 7 年
であるから， 今暫し と どま り 本学においての大成を望んだ
のであるが， 故郷であ り 母校であ る と すれば， ま たやむを
得ない こ と であ ら う 。

小竹厚生係長辞職
学生部厚生課厚生係長小竹雀雄氏は 7 月 2 日 付で辞職さ

れた。
小竹氏は昭和21 年夏富山師範学校の事務嘱託にな られて

か ら 1 5年にな る。併し ， も と も と教職を志し て立たれた方で
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報
ある。 即ち大正 8 年富山師範を出てから 主 と し て高岡の博
労， 定塚の両小学校で、約20年の長い間教職についている。

また奨め られて昭和1 5年渡支し て， 在南京居留民国立 日
本小学校の訓導 と な り ， 1 6年には同校校長 と な り ， 更に 1 7
年准南 日 本国民学校長に補せ られている。 こ こ で終戦 と な
り ， 同地の居留民や学童の引揚業務に従っ て， 同年1 2月帰
国 し た。 翌21 年 7 月富山師範学校事務嘱託 と な り ， 大学に
移行するや， 教育学部の厚生補導係長 と な り ， 30年に学生
部厚生課保健係長， 次いで32年厚生係長 と な っ て今 日 に及
んだも ので、ある。

児島毅助教授の帰朝
昨年 4 月招へいに応 じ て渡米， オ ク ヲ ホ マ大学で り F ン

教授の許に， 分子物理学の研究を し ていた文理学部の児島
助教授は， 4 月25 日 1 年振 り で、羽田空港に帰国し た。

岡崎初雄教授の 帰朝
昨年 8 月文部省在学研究員B項該当者 と し て渡欧， ド イ

ツ ミ ュ ン ヘ ン 大学に滞留， ク ー ン教授の許に ド イ ツ文学の
研鎖につ と めていた文理学部の岡崎教授は， その後滞留期
聞を 5 ヵ 月 間延長 し て 4 月25 日 帰国した。

教授は帰国のため北極回 り の エ ー ル フ ラ ン ス 機に乗 り 込
むべ く ， 4 月22. 23 日 の両 日 パ リ ー に立ち寄 っ たが， 丁度
この と き ア ル ジ エ リ ア で 4 将軍に よ る反政府の反乱が起っ
たので、あ っ た。 然も教授はこ の こ と を知 らずし てパ リ ー を
立ち， 〈 ン プJレ グに下 り 立っ て該地の新聞によ り 初めて事
の全貌を知 り ， パ リ ー で見た種々相に思い至っ た と い う こ
と であ っ た。

山 崎 ， 養回 両教援 の 外遊
薬学部の山崎高応教授は， こ と し の 文 部 省在学研究員

( C 項） に応募 し ， こ れが採択されて 6 月 1 日 か ら 向 う 1
カ 年間ア メ リ カ ＝ ュ 【 メ キ シ コ 大学へ出向する こ と と な っ
ザーa』。

同教授は， 同大学の レ イ モ ン ド ・ エ ス ・ キ ャ ッ ス ル教授
の許に， まづ強力な抗腫疹剤と し てのシ ン ノ リ ン 類の合成
研究から始めで， 本命課題である制癌剤の合成研究に従事
する筈である。

また工学部の養田実教授は 6 月 1 5 白 羽田空港を出発， ォ
ー ス ト リ ーに向か っ た。 同教授は 6 月 1 8 日 から主都 ウ ィ ー
ン で開かれる国際鋳物会議に 日本代表と し て出席 し た後，
同国の工場を視察見学し て， それか ら ド イ ツ ， ス イ ス ， イ
タ リ ー ， フ ラ ン ス ， イ ギ リ スの諸国を巡 り 8 月渡米， ポス
ト ン に近い マ サ チ ュ セ ッ ツ 工科大学におけ る鋳物ゼ ミ ナ ー
に出席す る。 そ し て滞米中シ カ ゴ， デ ト ロ イ ト ， ピ ッ ツ パ
ー ク 等の工業地帯を訪れる。 帰朝は 9 月初旬 と な る であ ら
う 。

三ツ野間治教授 の逝去
薬学部の三 ツ 野教授は 4 月 1 4 日 腸閉塞症に よ り 急逝され

昭和36年10月 1 日

Tニ。 享年48才であ っ た。 l 富

教授は四国伊予の生れ， 昭和1 1 年東京帝大を卒業するや ｜ 山
暫 し 副手 と な っ て と ど ま り研究を続けたが， 同年1 0月東京 l 大
薬学専門女子部教授 と な っ て教職に踏み出 し た。 併し戦局 ｜ 品
の推移は教職に と ど ま る こ と を許さず， 1 3年傷兵保護院の . . 

調剤員 と し て岡山療養所に勤務する こ と と な っ た。 従来傷
病保護院は軍事保護院 と な り ， 終戦 と な っ て厚生省医療局
がその事業を引きついだあ と も依然調剤官 と し て残 り ， 25
年1 1 月 に及んだ。 か く し て富山大学へ助教授 と な っ て来任 1 号
されたのである。

大学在学中から手がけ られていた地衣成分の研究はこ の
間 も続け られ， 教授の生涯を貫 く 研究の根幹をなすも ので
あ り ， またこ れに よ り 昭和35年2月東京大学薬学部から薬学

博士の学位を得ている。 生前の功績に対し ， E四位勲四等

瑞宝章を授け られた。

永原 ， 酒井両教官学位取

文理学部助教授
取得学位

永 原 茂
理学博士 （東京大学）
昭和35年 9 月 1 2 日取得時期

学位論文 結合に関する量子論的研究 （英文）
論文主査 東京大学教授 小谷正雄

薬学部助教授 酒 井 立 夫
取得学位 薬学博士 （大阪大学）
取得時期 昭和36年 3 月23 日
学位論文 1 ,  2, 3, 4-Tetrahydro- 1 -

methyl- 4 oxo- 2 - naphthoic Acidの合
成 と その立体異性体に関する研究

論文審査 大阪大学大学院薬学研究科委会員

大 井信一助教授理学博士 に

工学部大井助教授は学位論文提出中の と こ ろ， 36年 5 月
26 日 付を も っ て次の と お り 学位を取得し た。

学 位 理学博士
論文題名
提 出 先
主査教官

有機試薬に よ る比色分析法の研究
東北大学理学部
教 授 岡 好 良

昭和35年度卒業生就職状況

（昭和36年 3 月20 日 ）

学 部 ｜ 学 従

進
家

者

学
事

事数
就職状況

希
者
望｜｜決者定｜｜比

%
率｜ 備 考

文 7戸'f: 4 36 36 1 00 四月教
員採用

文理学部｜ 理 て戸んFら 科 23 4 1 9  1 9  1 00 見込の

計 631 1 00 
者を含
む
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チ ー ム 名

大 企ーナ且． ＼ 4 4 8 2 優勝

＼ 検 察 庁 2 3 。 三位

:it 陸 荘 3 ＼ 4 次勝

敗 数 2 7 6 ＼ ＼ ＼ 

｜ 大学｜検察庁｜北陸荘｜｜ 勝数 ｜ 勝気 ｜ 順位

一；引��I �� と

経済学部｜ 経 済 学 科 I 1 421 a l 1 34l 1 34 J 1 0o l 
薬 学 部 ｜ 薬 学 科 I 161 sl 1 1 1 1 1 1 1 001 

5 
l 計

計ム"" 

全国公務員 レ ク リ エ ー シ ヨ ン共同事業

レ ク リ エ ｛ ジ ョ ン 便 り

国家公務員共済組合 レ ク リ エ ー シ ヨ ン

卓 球 大 会

昭36 . 3 . 1 7
富 山市体育館
富山大学 職業安定所 労働基準局

農林省（A) 農林省（ B ) 伏木港湾工事 々 務所
法務局 検察庁 北陸荘 古里保養園 富山財
務部 計 1 1 チ ー ム

参加選手
監
選

囲碁， 将棋大会

2 月 28 日 9 時か ら 県職員会館で行われた。 こ と し の大雪
も こ の ご ろ と なれば残雪は少な く な り ， こ と に こ の 日 は晴
れた 日 であ っ たの で， 室内競技 と はい っ て も やは り 快 よ く
進め る こ と が出来た。 出場者は囲碁は1 3機関25チ ー ム （93
人） ， 将棋は1 0機関20名であ っ た。 そ し て囲碁は団体戦 と
個人戦を， 将棋は個人戦をのみ行 っ たがそ の戦績は次の と
お り であ る 。

囲 碁 団体戦

時
所

日
場
参加チ ー ム

2 . 
3 .  

裁判所A チ ｛ ム
建設省工事務所
板川正三 （裁判）
岡部文男 （法務〉
杉谷勝克 （郵便）
佐伯常ニ （ 。 ）

優 勝
準優勝
優 勝
準優勝
優 勝
準優勝

個ノ 戦

個人戦棋将

応
賢
雄
男
和
男 卓 球 大 会

3 月 1 4 日 興国ん絹パル プ富山工場体育館で開催 されたが
出場機関は 9 ， チ 戸 ム は1 0であ っ た。 競技は団体戦 と 個人
戦で行われ， 団体戦は富山郵便局 A チ ー ム が優勝 し ， 北陸
電波管理局監視部が準優勝 と な っ た。 ま た個人戦では本学
文理学部の長沢義男君が優勝， 経営短大の土池春樹君が第
4 位 と な っ た。

こ と し の大学祭 も 例年 ど お り 5 月 28 日 か ら 6 月 3 日 ま で
の一週間行われた。 も っ と も 会場な ど の都合に よ り ， こ の
会期に先立 っ て書道， 美術， 写真な ど の展示会が富山商工
奨励館で開催 され， ま た工学部 自 動車部の諸君 に よ る 四国
一周 の 自 動車旅行 も ， 5 月27 日 か ら 6 月 4 日 に亘 っ て実施

祭学大第 7 回

崎
田

和
芳
義
血（
寿

行
子

大 学 ＼ 5 5 5 1 5  3 

＼ 安 定 所 。 2 。 2 。 4 

基 準 局 。 3 ＼ 2 5 3 

＼ 意主 林 ( B )  。 5 3 8 2 2 

敗 数 。 1 3  1 0  7 ＼ ＼ ＼ 

崎
川
下
沢
水
森

山
森
士口
士ロ
山
長
清
永

高
直
正

督
手

グ

4 . 

｜大学｜明朝間｜｜勝利融J 1順位名

// 

.!... 

。
，ク

。
// 

敗勝

チ

5. 

。決勝 リ ー グ
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富

山

昭和36年1 0月 1 日

3 . 00 講 演 会� 「技術革新 と 人間関係」
7 . 00 桑原武夫氏

「技術革新 と 日 本経済」
内 田穣吉氏

（新開会〉

高岡市
公会堂 大

学

黒 田講堂

さ れた。
27 日 （土） は放課後の 2 時か ら 県庁前広場で前夜祭が行

われたが， 例の ご と く 学生諸君の知の う を絞 っ た奇想天外
の仮装行列が会場及び通過の街頭で爆笑を起さ せた。 こ こ
2 '  3 年来 こ の 月 は季節に似ず何時 も 雨 こ そ降 ら ね冷風が
吹いて棟身の群れを震え上 らせた も の で あ る が， こ と し は
真夏の暑 さ で， 今度は衣装組の諸君を う だ ら し た よ う だ。
行事は次の と お り であ る 。

報

、、，，，会のド
’「
ウ

｛
ft、

サンコオレ－アス
内川U

門Hu

nU
、J、
内u

nhu

n同》

文理学部
講 堂

1 3 . 00 3 弁 論 大 会
1 5.

\
30 「 現代青年の課題」

号

黒 田講堂

/,I 

文理学部
講 堂

文理学部
講 堂

1 6 . 00 
l 空 手 演 武 会

1 7. 。。
1 8 . 00 � ダ ン ス パ ー テ ィ
21 . 00 
1 3 . 00 講演討論会

� 「現代にお け る 学生の任務J
花井益一氏
淡路憲治氏

（一般教育 自 治会）
1 3 . 00 五福統合に関す る諸要求貫徹

� 集会
1 4 . 00 （ 自 治連・寮連・文サ連準備委）

（空手部）

場日

教育学部
会 議 室

9 . 00 
1 囲

1 7 . 。。
会大碁28 

（ 日 ）
2 

（金）
黒 田講堂

1 3 . 30 講 演 会
� 「安保斗争時 と

1 6 . 00 その後の思想的状況」
橋川 文三氏

「現代青年学生論」
真下信一氏

（新開会〉
29 

（ 月 〉

1 8 . 00 
( ダ ン ス パ ー テ イ

2 1 . 00 

（土）

// 

部
堂

学工
講ィア

第1 3回北陸三大学学生総合体育大会は，
に 3 日 間， 福井市において開催。

本学 よ り ， 学生 300名 が参加， 陸上競技以下 1 6種 目 の競
技を競 っ たが， 富山大学は， 男子は卓球， バ ド ミ ン ト ン ，
ラ グ ビ ー （同率） ， 女子は卓球， パ ド ミ ン ト ン ，
� Jレ に優勝， 次位に 1 0種 目 を得た。

北陸三大学学生総合体育大会

7 月 9 日 を 中，b

富山市
公会堂

各 学 部

文理学部
会 議 室

会 （音楽サ ー ク ル ）

康リ

楽

送1 4 . 00 放

1 5 . 00 
ソ フ ト ポ

黒田講堂

ィケ

ブ ロ ッ ク 競技大会

新学期を迎え， 各運動部では， 新入部員を加え て一斉に
活発な活動に入る と 共に， それぞれ地域毎に， 或いは全国
的な競技大会に出場， 日 頃鍛えた腕を競い， 好成績を収め
たが， 本学の主催に よ っ て行われた競技は下記の と お り で
あ っ た。

// 

富山市
公会堂

1 5 . 00 講 演 会
( 「 ユ ネ ス コ の世界観」

1 6 . 00 （ユ ネ ス コ ）
1 6 . 00 講演 と 映画の会

( 講演 「 ア メ リ カ の学生 と
1 7. 30 日 本の学生」

Mr. William F .  Lautz 
映画 「 ア メ リ カ の大学生活」

(E . S . S . )  

（放研〉

30 
（火）

。f」涯生のレ，J

 

ア

」
」

画
・

劇
狸
た

工

、と

ニ

狐
な

映
「

演
「
「

nHu

nHu

nHu

nHU

 

nH》
、，t
nHu

nHV
、，．、
内4u

nku

・E・

7’a

nHu

e－

円ノ』

1・

nt
記

北信越学生柔道優勝大会
5 月 28 日 富

北陸学生春季庭球選手権大会
5 月 1 9～23 日 富 山 市 営

北信越地区大学野球選手権大会
6 月 21 ～23 日 高 岡 市 本 丸 球 場

北信越学生剣道選手権大会
7 月 1 6 日 富 大 教 育 体 育 館

堂
市
会

岡
公

高（演劇部）

堂

ト

1 6 . 30 
( 富大文化 サ ー ク ル

連合結成大会1 7. 00 
1 7 . 30 "< 講演会講師を囲む座談会

（新開会）1 8 . 30 
1 8 . 00 

t 音
20. 30 

I 1 3 . oo ｝ 各子部学術発表会
1 7 .

\
00 （各学部 自 治会）

1 4 . 00 研究討論会
1 「構造改革について」

1 6 . 30 大谷明夫氏
（社研）

講田

コ

黒大部
ド

ド

学
ン
部
シ

育
ラ
学
ラ

教
グ
エ
グ

会大

慶lj
と 狸」

TこJ

技
9 . 00 

i 球
1 7 . 00 
1 7 . 00 演

i 「狐
20 . 30 「 な

3 1  
（水）

電気 ピ ル
ホ ー ル（演劇部）

（木） 経済学部
会

会
開

談
新

座
（

む囲を師講会演講
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山岳部赤谷山遭難 （続報）

鶴 居 君 の 遺 体 発 見

捜 索 隊 （第 3 次）
隊長 林 勝次 山岳部長
有沢一男 教官 石黒国雄 教官
佐伯富男 芦i暁ガ イ ド 佐伯安治 芦嶋ガ イ ド
志鷹三義 。 佐伯盛一 。

佐伯栄治 ij 佐伯友邦
他 8 名

捜 索 概 況
3 月3 1 日 ， 富山大学を出発， 同 日 馬場島にて 1 泊， 翌 日

は全員にて， 標高 1 . 600m の キ ャ ン プ地に， 装備食糧等の
荷上げを行 う 。 4 月 2 日 は朝から 風雨のため沈澱， 4 月 3
日 晴天， 林隊長以下芦l燐ガ イ ド並山岳部のO . B の 1 1 名 は
早朝 5 時 O 分にキ ャ ン プ地を出発 8 時30分赤谷山頂附近に
到着， 雪洞個所と その付近一帯の捜索を行 っ た。

晴天で、はあるが強風のため午後 2 時に到る も遺体発見に
及ばず明 日 を期し て下山の途につ く 。 遺体発見はその直後
電気通信大学山岳部の キ ャ ン プ地点よ り 発見された。

遺体発見の経過

1 .  1 
4 

学

日 誌

｜ 本 部 ｜
大雪， 市電， パ ス 不通

。 徒歩通勤
赤谷山遭難者救援のため飛来の 自衛隊へ リ コ プ タ
｛ 着陸に備へて五福各部局在勤の職員雪の踏み均
し をする

5 午前前 日 同様の雪踏み均し に全員出動
午後ヘ リ コ プタ ー 2 機飛来， 前後し て現場捜査に
向 っ たが何れも 空 し く 帰来

9 第 1 回捜索隊帰来
1 1  文理学部移転に関し物理学関係教官打合会
1 2  同 じ く 化学関係教官打合会
1 4  赤谷山第 2 捜索隊14名出発
24 第 2 捜索隊遺体 5 を収容帰還

黒田講堂で遺族に引 き 渡し を行 う
25 化学関係教官打合会

2.  1 行政監査
赤谷山頂には 3 日 当時， 電気通信大学山岳部の キ ャ ン プ ｜ 6～9 共済組合年次監査

があ り ， 捜索隊は同 キ ャ ン プ周辺を翌 日 に期するつ も り に
て， 捜索を残した も のであ るがその こ ろ 岡山岳部は当 日 の
強風に堪え う るため プ ロ ッ ク の雪を切る作業中， 岡山岳部
の天幕の下に懸かる個所約30cmの と こ ろに人の足先 と 思わ
れる も のを発見， 下山の途につ く 捜索隊に連絡した も ので
あ る。

捜索隊は直ちにこれを掘出 し ， 鶴居宜ー君であ る こ と を
確認， 当 日 の う ちに雪崩の頻発する尾根を 1 . 600 mの キ ャ
ン プ地におろ し これを収容した。

ま た こ の こ と を隊員が馬場島から北陸電力会社の直通電
話を も っ て富山大学に通知した。 （午後 4 時50分）

4 月 4 日 午前 3 時， 遺体は赤谷山 1 , 600m キ ャ ン プ地を
出発同 8 時馬場島に到着， 富山大学から 出迎の諸車を も っ
て午後 1 時懐し の学門を く ぐ っ た。 遺体は直ちに黒田講堂
において家族の手に戻された。

4 月 5 日 午前1 0時間君自宅にて葬儀を営まれた。

学 部 情 報

文理学部
植木忠夫教授 の受賞

富山新聞では昭和31 年以来郷土の文化発展につ く した功
績者に富山新聞文化賞をお く り ， その功績をたたえ ておる
が， 本年 3 月第 6 回の受賞者と し て選定された 6 氏の う ち
文理学部植木忠夫教授は富山県に於ける動物生態学の研究
者 と し ての輝かし い功績を認め られて学術賞を受賞された

7 学生就職対策本部， 職業補導担当者合同会議
1 0  科学研究打合会 （薬学部長他約1 5名）
1 1  入学願書受付
1 5  教育， 工両学部長選挙
1 7  評議会
1 8  事務協議会
20 入学願書締切
21  短大入学願書受付
23 経済学部長選挙
27 本部職員定期健康診断
28 入学試験打合会

3 .  3 短大願書締切
6 施設課長着任， 事務協議会

1 0  自然科学教棟建設打合会
1 5  付属小学校卒業式， 評議会

15～ 1 6  北陸三大学共済組合事務打合会
1 6  付属中学卒業式
17 事務協議会， 補導協議会
1 8  付属幼稚園修了式
20 大学卒業式， 山 田課長離富

22～23 入学試験
25 工学部専攻科選考
29 評議員全員協議会
30 評議会
31 入学試験合格者発表， 赤谷山捜索隊20名 出発， 四

十万氏勲章伝達
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報 昭和36年1 0月 1 日

4. 2 短大入学試験
3 事務協議会， 武石教授離富， 鶴居君遺体発見
5 藤野， 鈴木両課長着任
6 村上課長着任

6～7 東海北陸地区会計課長会議， 短大合格者発表
1 0  大学入学式， 評議会
1 2  評議会
14  三 ツ 野教授死亡
1 6  紺野課長離富
1 7  小原， 五十嵐課長離富
1 9  小委員会， 三 ツ 野教授学部葬
22 育英友の会総会
27 工学部工業化学科研究室竣工式
28 事務協議会

5. 1 岡崎教授 ド イ ツ 出張を終え帰富
8 認定講習会委員会

1 0  チ プス 予防接種
1 2  富山幼稚園協会総会
1 3  北陸三大学交歓野球大会 （金沢大学）
1 8  短大教官会議
1 9  評議会
24 土生教授離富

25～26 東海北陸地区学生部課長会議 （経済会議室） ， 自
然科学教棟教官会議

27 補導協議会
28 山崎教授渡米のため離宮

6. 1 学部長会議
2 事務協議会
3 // 

8 事務協議会， 小委員会
9 後援会総会， 評議会

1 3  学生増募説明会
1 7  文化部会
27 補導協議会， 学生健康保健組合理事会
28 事務協議会
29 認定講習委員会
30 評議会

7. 1 // 

5 人事院事務調査
7 評議会

1 0  事務協議会
12～1 3 大学後援会， 福井大学研修

1 5  薬学部長選挙， 横田教授重任
1 7  職業補導担当者会議， 共済組合監督会議
1 8  文理学部校舎起工式
20 補導協議会
26 評議会
31 学校図書館司書教諭講習会開講式

i 文 理 学 部 ｜
1 . 1 8  学部教授会

26 県及び富山， 高岡両市教育委員会 と就職懇談会
（海老亭）

28 青冥寮卒業生コ ン パ （学長， 学部長事務長等出
席）

2.  7 谷信一教授講演会 （29番教室）
1 5  学部教授会
27 理学科移転建築委員会

3 .  6 一般教育委員会
8 学部教授会

1 0  受験者診断書審査 （於学部長室〉
1 3  学部補導委員会， 人事教授会
1 7  補導協議会
29 人事教授会
30 教授会

4. 1 1  学部新入生オ リ エ ン テ ー シ ヨ ン ， 入学者健康診断
1 2  一般教養オ リ エ ン テ ー シ ヨ ン
1 3  昭和3.6年度前期授業開始
26 教授， 職業補導委員会

27～28 X線間接撮影
5. 1 人事教授会

4 移転建築委員会
1 7  補導委員会， 教授会， 評議員選挙
24 定期身体検査 （学生及び教職員〉

6 .  7 文学科研究懇談会及び移転に関する打合会
13 補導委員会
14  教授会， 人事教授会
20 パ ラ チ ウ ス 予防接種
21 文学科オ リ エ ン テ ー ジ ョ ン
23 数学講演一講師九州大学教授柴垣和三雄氏
26 文理学部長候補者選挙管理委員会
28 一般教授会並に人事教授会

7. 4 補導委員 と寮生の懇談会
5 文学懇話会

10  学部補導委員会， 1 6 ミ リ 映写会 「赤谷山に眠る」
1 2  1 3週授業終了

13～ 1 7 補講， 追再試験
14 学部教授会 （学部長候補者選挙〉

l 教 育 学 部 ｜
35. 1 2 .  7 紀要編集委員会， 教務委員会

14 定例教授会
23 冬季休業 （36. 1 . 1 2 日 ま で）
25～27 富山県公立学校教員採用志願者選考資格検

査
36. 1 . 1 3 授業始め， 教務職業補導合同委員会
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1 8  教務委員会
25 教授会

2. 2～3 昭和36年度編入学試験
7 教務委員会， 昭和35年度後学期授業終了

1 0～1 6  期末試験
1 5  教育学部長候補者選挙， 溝上茂夫当選
1 7  職業補導委員会
17～22 教育実習
22 教務委員会
20～25 昭和35年度中学校美術科実技講習会 （東京

学芸大， 付属大泉中学校）
28 教育実習委員会

3. 1 教授会
5 入学志願者健康診断書審査
8 教務職業補導合同委員会

1 0  特別教職課程委員会
14  教授会， 補導教務合同委員会
1 5  評議会， 付属小学校卒業式
1 6  付属中学校卒業式
18  入学試験監督者打合会， 付属幼稚園終了式
1 9  学窓会新入会員歓迎会
22～23 昭和36年度入学者選抜学力検査
30 補導教務合同委員会， 教授会， 評議会
3 1  昭和36年度入学試験合格者発表

4. 6 前学期授業開始
1 0  昭和36年度入学式
1 1  新入学生オ リ エ ン テ ｛ ジ ョ ン

5. 9 高校教育実習打合会
1 1～ 12 文理学部 と 併設されて い る教育学部の学部

長会議 （島根大学）
6. 7～8 昭和36年度 目 本教育大学協会代議員総会

（世田谷分校〉
1 5～ 1 6  昭和36年度北陸地区教員養成学部 （分校）

事務長協議会 （新潟大学）
7. 1 9  前学期授業終了

22 夏季休業

｜ 経 済 学 部 ｜
1 . 1 2 教務委員会， 教授会 （ 14回） ， 人事教授会， 職業

補導小委員会
23 人事教授会
26 教務委員会， 教教会 （ 15回〉 ， 人事教授会

2. 2 人事教授会
9 教務委員会， 経済学識長候補者選挙管理委員会，

教授会 （ 1 6回） ， 人事教教会
1 0  後期末試験開始 （ 1 7 日 ま で） 1 6人事教教会
2 1  教務委員会
23 経済学部長侯補者選挙 （花井益一教授当選） ， 教

学

授会 （1 7回）
27 人事教授会

3 .  6 人事教授会
9 教務委員会

1 1  教授会 （ 1 8回）
1 3  土生， 武石両教授転退任送別会 （於河合旅館）
20 学部卒業祝賀会 （於 1 番教室）

22～23 昭和36年度入学者選抜試験 （於富山商業高校）
30 教授会 （ 1 9回）
31 教授会 （20回）

4. 3 武石勉教授立山号にて離富 （大分大学経済学部配
置換〉

7 経済専攻科入試打合会
1 1  新入学生オ リ エ ン テ ー シ ヨ ン並びに健康診断， 経

済専攻科入学者選抜試験， 同入学者選考委員会，
職業補導委員会

12  前期授業開始
1 3  教務委員会， 教授会 （ 1 回）
20 就職懇談会
22 職業補導委員会， 職員 レ ク リ エ ｛ シ ヨ ン （呉羽山

ヘ ル ス セ ン タ ー ）
5. 4 教務委員会， 職業補導委員会， 教授会 （ 2 回）

1 3  職業補導委員会
1 8  定期健診 （間接撮影） ， 教授会 （ 3 回）
24 定期健診 （内診， 腸ノ4 ラ 予防注射， 計測） ， 土生

滋穂元教授 し ろがね 1 号にて離富 （名古屋へ）
25～26 国立十大学経済学部長， 事務長会議 （於大分大

学）
6. 6 職業補導委員会

8 教授会 （ 4 回） ， 人事教教会
13  職業補導委員会
1 9  人事教授会， 学部運営委員会
20 職業補導委員会
22 教務委員会， 教授会 （ 5 国）

7. 4 職業補導委員会
6 教授会 （ 6 回） ， 学部運営委員会

1 1  職業補導委員会
14 財務委員会， 人事教授会
18  職業補導委員会
20 学部図書委員会， 学部補導委員会， 教授会 ( 7 回）

l 薬 学 部 ｜
1 . 14 冬期休蝦終7

18  教授会
27 人事教授会

2. 1 教授会
4 卒業予館会 （於観光会館）
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22 教授会
25 昭和35年度後期期末試験 （ 3 月 6 日 ま で）

遠久突寮電灯線抵抗検査及び各室の使用状況検査
実施

27 人事教授会
3. 6 沖縄学生 と 職員の懇談会開催

9 射北中学校生徒50名学内参観に来学
14 教授会
1 6  入学試験事務打合会
20 卒業式， 修了式 （於黒田講堂〉
22 入学試験
30 教授会

4. 1 1  新入学生学部オ り エ ン テ ー シ ヨ ン ， 健康診断
12 前期授業開始
1 4  教授三 ツ 野問治死去

カ リ キ ユ ウ ラ ム 委員会
東京大学薬学部長伊藤田十二教授特別講演

1 5  教授会
1 9  故三 ツ 野間治教授薬学部葬 （於富山新庄教会〉
22 薬友会主催新入学生歓迎会
26 人事教授会

5. 2 教授会， 北信越準硬式野球大会参加準優勝 （於新

25 日 本薬学会北陸支部第1 2回例会 （於富山〉
26 教授会
28 人事教授会
30 教授会

7. 3 カ リ キ ユ ウ ラ ム 委員会
5 教授会

1 0  職業補導委員会， 夏季休業に入る ( 9 月 5 日 ま
で）

1 1  教授会， 関西薬学生連盟総合大会参加 （於名古 l 号
屋） ( 1 4 日 ま で）

1 5  薬学部長候補者選挙， 教授会
1 8  第 1 4回 日 本薬学大会 （於札幌） (2 1 日 ま で〉
3 1  教授会

！ 工 学 部 ｜
1 .  1 8  教授会
2. 1 人事教授会

1 5  教授会
18 人事教授会

3 .  7 教授会， 人事教授会
22～23 入学試験

30 教授会
潟） ( 4 日 ま で） I 31 教授会

4 関西医歯薬軟式庭球大会参加 （於大阪〉 ( 6 日 ま ｜ 4. 1 1  オ リ エ ン テ ー シ ヨ ン ， 身体検査
で）

5 昭和25年度卒業生一行来学
6 人事教授会， 昭和 1 6年度卒業生一行来学

1 0  旧職員矢田幸造死去
1 1  山崎教授渡米学部歓送会
14 昭和 5 年 3 月 卒業生一行来学
1 7  学部移転に関す る 懇談会
18 教授会
1 9  定期健康診断 （間接撮影）
22 教授会
24 定期健康診断， 腸， パ ラ チ プ ス 予防接種
25 新制国立 6 大学薬学部長会議 （於名古屋〉
26 国公私立薬科大学 （部， 科〉 長会議 （於蒲郡〉
28 薬学部運動会， 山崎教授渡米のため富山駅出発
30 教授会
31 開学記念 日

6 .  1 山崎教授ア メ リ カ へ出張のた め羽田空港出発
2 定期健康診断 （直接撮影） ， カ リ キ ユ ウ ラ ム 委員

会
5 講座主任会議
6 学長， 事務局長 と 懇談会
7 人事教授会， 教授会

1 4  教授会
1 9  教授会

26 新設化学実験室竣工検査， 人事教授会
27 新設化学実験室竣工式

5. 1 0  腸， パ ラ チ フ ス 予防接種及び レ ン ト ゲ ン 間接撮影
人事教授会

12 今井， 近藤両博士の講演
24 教授会

6. 6 定期健康診断
7 教授会

14 人事教授会
24 教職員 レ ク リ エ ー シ ヨ ン （山 中温泉）

7. 5 教授会
12 人事教授会
1 7  教授会

8 .  2 教授会

｜ 経営短期大学部 1
1 . 20 短大事務係新設
2 . 4 2 年次後学期授業終了

1 1  1 年次後学期授業終7
14 学期末試験開始 （24 日 ま で〉
2 1 短大受験願書受付開始 （ 3 月 3 日 ま で）

3. 3 教官会議 （ 4 回）
4 入学志願者健康診断証明書審査
6 入学志願者調査書審査
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1 7  短大， 経済学部合同委員会
4. 2 昭和36年度入学者選抜試験

6 専任教官会議 （ 1 回〉
7 入学許可者選考委員会， 専任教官会議 （ 2 回）
8 入学許可者発表

14 編入学志願者選考試験， 専任教官会議 （ 3 回〉
1 6  第 3 回入学式， 学生定期健診 （ 1 年次）
1 7  36年度前学期授業開始
1 9  学生定期健診 （間接撮影）
20 専任教官会議 （ 4 回）
2 1  学生定期健診 （ 2 '  3 年次）
22 新入学者歓迎会
24 専任教官会議 （ 5 回）

5 .  1 6  前学期分授業料減免選考委員会
1 8  教官会議 （昭和36年度第 1 回）
29 専任教官会議 （ 6 回）

学

事務官 村 上 虎 大
。 藤 野 博 次

学 生 部
事務官 鈴 木 定 次 郎

文 理 学 部
技 官 立 野 昌 郷

教 育 学 部
講 師 広 瀬 稽 七 郎

。 藤 谷 喜 久 子
事務員 清 水 寛

事務補佐員 大 房 進
グ 安 部 吉 孝

経 済 学 部
事務補佐員 奥 田 重 男

薬 学 部
事務補佐員 住 伯 光 雄

6 . 1 9  専任教官会議 ( 7 回） ｜ 工 学 部
24 第 6 回全国国立短期大学部学長， 主事会議 （於東 ｜ 助 手 佐 藤 恭

京） I // 能 登 谷 久 公
7 .  4 専任教官会議 （ 8 回） I � 大 坪 幸 子

9 ソ フ ト ポ ー ／レ大会 ｜ 教務員 坂 下 和 子
1 5  専任教官会議 （ 9 回） ｜ 事務員 加 賀 見 実
22 前学期正規授業終了
24 補講， 専任教官会議 （1 0回）
25 専任教官会議 （1 1 回）

． 附 属 図 書 館 ｜
1 .  9 時間外閲覧開始

25 図書館懇談会
2 . 1 0  事務打合会， 商議会
3 . 1 6  事務打合会

1 8  商議会
24 教官， 学生閲覧室入試採点場に使用

4. 1 0  夜間閲覧開始
25 事務打合会

5. 1 7  県図書館協会総会
1 8  間接撮影

短 大
助 手 田 村 茂 夫

// 飯 田 修 一
住 所 変 更

文 理 学 部
教 授 清 水 輝 次

。 西 山 勤 一
助教授 横 山 泰

グ 平 田 一 郎
講 師 平 田 純
助 手 日 南 田 俊 二
用務員 中 島 政 次

教 育 学 部
講 師 藤 谷 喜 久 子

6 . 1 0  司書講習会打合会， 科学文献情報に関す る 打合会 。 安 藤 幸
1 7  北陸三大学 E . S . S 交換会 （視聴覚教室）

7. 6 事務打合会
1 0  商議会
22 工学部分館長池田正夫発令 （ 7 月 1 3 日 ）
3 1  本学主催学校図書館司書教諭講習会開講

新任者住所
事 務 局

職 員 住 所

事務官 小 川 君 子
技 官 結 城 善 之

事務補佐員 大 房 進
経 済 学 部

助教授 岩 淵 富 治

工 学 部
助 手 佐 藤 恭

事務員 山 口 清
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技能員
短 大

助 手

イア

報
椿 原 重 行

長 砂 実

泰 地 靖 弘

電 話 開 通

経済学部長宅 富山市蓮町教員住宅

特 別 寄 稿

日 本学術会議か ら大学図書館の

整備拡充に関 し政府に勧告 村 上 清 造

去 る 4 月 の第33回総会の決議に も と ず き ， 政府あて下記
の う よ な勧告が な さ れた。 今 日 ま で， 日 本の学会で こ の よ
う な こ と が と り あげ ら れた こ と は， 全 く なか っ た。 本学に
おいて も 図書館について の関心が甚だ少 沿 い よ う であ
る。 大学の 目 的達成に図書館がいかに重要な も のであ る か
は， こ こ で改めて 申 し 上げる ま で も な い こ と であ る が， 今
日 ま での大学の教職員の大部分の方は， 図書館につい て の
正 し い認識を も っ て い ら れない。 そ し て ま た， 正 し い認識
を も と う と い う 努力 も さ れない人が多し 、。 本学の発展の た
めに誠に遺憾にたえ な い。 以下勧告文をかかげ る 。 速かに
大学の 目 的達成のために図書館の改善の ためにカをいた さ
れん こ と を切に望んで、や ま ない。

勧 告 文
昭和36年 5 月 1 3 日

内閣総理大臣 池 田 勇 人 殿
日 本学術会議会長代理 桑 原 武 夫

大学図書館の整備拡充について
大学教育の効果を有効な ら し め る ため には付属図書館が

十分にその機能を発揮す る よ う ， その充実 と 運営の適正を
期す る こ と が極めて重要であ る こ と は言 う ま で も ない。 し
か る に現在の大学図書館は一般にその蔵書数が極めて貧弱
であ り ， そ の書庫， 閲覧室その他の施設設備が甚だ し く 不
完全であ り ， 更にそ の職員の数， 待遇， 身分が不充分かつ
不適正であ る ために， 大学図書館 と し て の機能を十分に発
揮す る上に重大な支障を来 し て い る実情にあ る 。 よ っ て政
府は大学におけ る 図書館の機能の重要性に鑑み， 次の諸点
について適切な措置を講ず る よ う 勧告する。

1 .  大学図書館の蔵書を充実す る た めに必要な財政的措
置を講ずる こ と 。

2 . 大学図書館の書庫， 閲覧室その他の施設設備の拡充
と 整備をはか る ため に必要な措置を講ず る こ と 。

3 .  大学図書館の職員数を適切な水準 ま で増員 し ， かっ
大学図書館職員 と し ての専門職の制度を確立する 措置

を講ずる こ と 。
O提案理由お よ び説明

1 蔵 書 数

昭和36年 1 0 月 ！ 日

A 大学図書館は大学が研究機関であ る点か ら 大学教 l

富

山
大

官の研究に必要な多数の図書資料を収集 し て 利用に ・ 子

供すべ き こ と は も ち ろ んでお る が， わが国の大学は
き わめて少数の大学を除いては， こ の面での蔵書数
が極めて貧弱であ る。 そ の計画的な拡充を図 る 措置
を講 じ な い限 り ， 大学教育の効果を高め る こ と はお E 号
ぼつかなし、。

B 新制大学はいわゆ る単位制に よ る教育を行 っ て い
るが， こ れは 1 時間の講義に対 し て 2 時間の 自 習 を
課す る こ と を立て前 と し て い る 。 こ の制度の特色を
生か し て教育効果を高め る ためには， こ れ ま での大
学 と は飛躍的に異 っ た水準において学生の 自 習のた
めの図書を多数に用意 し て学生の 自 由な利用に供 し
自 習に支障の な い よ う にす る こ と が必須の条件であ
る が， こ の面での図書の拡充は予算の関係上極めて
困難な実情にあ り ， そのために学生の 自 習を重んず
る 単位制その も の も 有名無実にな り ， 学生の学力低
下の重要な一因 と な っ て いる。 学生用図書の拡充は
極めて急務であ る。

2 施 設
A 大学図書館は図書の倉庫で、はない。 研究， 教育機

能の中心 と し て書庫， 閲覧室， 特殊施設室を有機的
に設置 し 拡充すべ き であ る 。

B 現在なお多 く の大学図書館が木造である の は む し
ろ 非常識であ る。 速やかに不燃性建築 と すべ き でゐ
る。

c 書庫面積が蔵書数の増加に対応 し て増加 し て いな
い大学図書館が大部分を 占 め て い る ， 単な る 倉庫 と
し て も 不十分であ る のみ な ら ず， 管理， 運営に重大
な る 支障を も た ら し て い る 。

D 学生数の増加に対応する 閲覧室の増加 も ， ほ と ん
どの大学に於て実現 し て いない。 マ イ ク ロ フ ィ ル ム
視聴覚な どの特殊施設において も 早急に整備する必
要が為 る。

3 図書館職員
A 図書館職員の定員は， 教官， 学生数およ び蔵書数

の増加利用度の上昇に対応す る 増加を示 し て い な
い。 最少限の臨時職員を加え て辛 じ て運営 し て い る
も のが大部分であ る。 職員 1 人当 り の冊数， 利用者
数は過重で、あ っ て有効に運営で き て いなし、。

B 図書館職員の業務は， 一般事務職員の業務 と ちが
L， 特殊専門 の知識 と 技能を要 し ， 熟練を要する 。
と く に研究者に対する サ ー ピ ス に於て は最高の知識
を要す る。 そのために専門職員， 司書等を養成する
機関が設置 さ る べ き で、ある。 現在は文部省図書館職
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員養成所のほ か 2 ' 3 の私立大学に図書館学科があ
る に す ぎず， よ り 高度の養成機関を必要 と す る。

c 専門的に訓練 された図書館職員を， 一般事務職員
と 区別 し ， 特殊職種 と し （例えば教官職に準 じ た職
種〉 て， 待遇の向上を図る べ き であ る 。 現在， 図書
館職員養成所等において司書の資格を与え ら れて も
現実に大学図書館においては， 一般職員 と 区別 さ れ
て いな し 、。 し たが っ て永 く 図書館にあ っ て， 高度の
専門職能を も つに比例 し て ， 一般事務職員 よ り も 不
利益に な る と い う 矛盾を生 じ て い る 。 そ の ために図
書館職員を確保 し て熟練 と 技能を高め る こ と を不可
能 と し て いる。 図書館機能が麻痔する のは当然であ
る。 速やかに司書職の ご と き 職種を設定すべ き であ
る。

4 予 算
図書館予算は大学において独立せず， 本部予算に依存し

て い る のが一般の状態であ る。 図書館はそ の性質上， 独立
の予算 と すべ き であ る 。 特に図書数や利用度 も 漸次増加 し
新 ら し い機能 も （ マ イ ク ロ フ ィ ル ム ， 視聴 覚 利 用） 発達
し ， 大学聞の相互利用の機能 も 必要 と な る な ど， 独 自 に予
算を も っ て運営す る を要する事業が撤増 し て い る。 故に図
書館独 自 の予算を計上 し ， 施設費， 図書購入費， 物件費，
修理整本費， 目 録作成費等， 図書館 に於いて専門的に予算
を組み， そ の経理を独 自 に行 う べ き であ る 。

（学報第20号に載せた小生の小論 と あわせ
読 ま れん こ と を村上生）

滞 米 所 感

児 島 毅

オ ク ヲ ホ マ 大学は， 石油の都オ ク ラ ホ マ市の南27粁の大
学町 ノ ー マ ン にあ り ， 大学院づ き の州立大学で、あ る。 学生
はほ と ん ど 白人で， 黒人は皆無 と い っ て よ い。 日 本人学生
は 6 名 （ 中 3 名 は大学院） いた。

独身の学生は主に大学の大学寮， 文は社会団体の経営す
る ソ ロ リ テ イ （女） ， フ ヲ ッ タ ニ テ イ （男） に住むが， 多
く は在学中 に結婚 し ， ア パ ー ト に移る。 大学 に は 育 児施
設， 幼稚園が付属 し て お り ， 犀聞は子供をあづけて夫婦共
に学業にいそ し む こ と がで き る。

その他， 大学所属の発電所があ り ， 安定な電力を供給し
て く れ る し ， 理科関係では電子計算機 2 基， 液体ヘ リ ウ ム
装置な ど， 設備の充実 し て い る 点では 日 本 と は比較にな ら
ない。

よ く 京大 と こ の オ ク ラ ホ マ 大 と ど ち らが大 き いか と 聞か
れて返答に窮 し た こ と があ る 。

学期は正規の秋 と 春の 2 期の他に， 夏の学期には有名教
授の特別講義があ る 。 中年の教授， 助教授で年俸 （ 2 学期
分） 9 , 000 ～ 1 2 , 000 ド ル で， その上， 夏の学期の分や会社

の依託研究な どがあ る か ら充分な研究生活がで き る のが う
ら や ま し い。

対 日 感情は よ く ， 親 し みを も っ て話 し かけ て く る 人が多
い。 ま た， あかの他人で も 通 り で出会 う と 「 ハ ロ ー 」 と 挨
拶する。 西海岸では 日 本人が多 く ， まれには留学生 ク ズ レ
も あ り ， 日 本人の評価はあ ま り 高 く ない と 聞 く が， 中部，
東部の方では 日 本人 と い う と 一応敬意を表し て く れ る。 黒
人の差別待遇で問題を起 し て い る 南部ア ヲ パ マ 州 付 近 で
は， 東洋人そ の も のが珍し く ， 街を歩いて も あ ち こ ち の店
か ら 私を注視 し て いて気味悪 く 感 じ た。

一 口 に 白 人 と い っ て も ， 顔の形， 髪の色， 眼の色な ど多
種多様で， 世界的植民地を思わせ る 。 兄弟で も あ ま り 似て
い な い し ， 髪の色な ど異 る のが普通で、あ る 。 こ の よ う に多
数の人種が集 っ て一国を形成 し ， し か も 平和な生活を営ん
でい る こ と は驚異に値す る。 た と えば ピ ス ト ルが 自 由に売
られてお り ， 人の い な い広場へ行 っ て実包射撃を楽 し む こ
と がで き る。 し か も ピス ト ル によ る犯罪はほ と ん ど な い。
近代国家は法律のみでで き る も の ではな く （米国の 自動車
運転の交通法規はわ づか数頁で、あ る ） ， 教育のカの偉大さ
に感心 さ せ ら れ る 。

日 本か ら米国を訪問 す る 人達の多 く は， 単に訪問者であ
り ， ホ テ ル生活者で、あ る 。 私は幸に 1 年有余， 米国のー住

民 と し て生活す る こ と がで き た。 従 っ て米国の悪い面 も い
く ら かは知 る こ と が で き たで、のあ る 。 それは決 し て ス ラ ム
街や黒人街 と い っ た面で、はな い。 いわば 日 本人の趣味に合
わ な い も の ， 「 ド ラ イ 」 の一語につ き ま し ょ う か。

ド イ ツ の 大 学

岡 崎 初 雄

現在， 西独即ち ド イ ツ 連邦共和国には総合大学が 1 8， 工
業大学が 8 ， 専科大学が 6 あ る。 私は昨年 8 月2 1 日 か ら 1
週間 コ ペ ン ハ ｛ ゲ ン 大学で、行われた第 2 回国際 ゲ ノレ マ ニ ス
ト 会議に出席 し たの ち ， 西独 ミ ュ ン ヘ ン 市 に約 8 カ 月 滞

在， ミ ュ ン へ ン 大学 ド イ ツ 文学の各学期の講義演習を聴講
し た。 こ の間圏内旅行によ っ て 1 2の西独総合大学を訪ね る
こ と がで き ， ベ ル リ ン の東西を真直 ぐ に貫 ら ぬ く 広 く 長い
大通 り ， 普は ウ ン タ ン ・ デ ン ・ リ ン デ ン と い っ たが， 今は
西は 「 7 月 1 2 日 」 通 り ， 東は 「 ス タ ー リ ン ・ ア レ 」 と い
う 。 その境界を な し てい る のが プ ヲ ン デ ン プ.. lレ グ門で， こ
の門をす ぎ東へ約 5 分歩む と フ ン ボ ル ト 大学があ る 。 それ
は旧称ペ ル リ ン 大学で ゲ ｛ テ と 親交の あ っ た プ ロ イ セ ン 文
部大臣 ウ イ 1レ ヘ ル ム ・ フ オ ン ・ プ ン ボ ル ト の創 設 し た も
の， 今は も ち ろ ん東独の所管で向 い側の国立劇場 と と も に
爆撃か ら復源 し て いて， 昨年は創立 1 50年 に当 り 「 フ ン ボ
ル ト 大学の理念」 な どの記念出版が出た。 西ベ ル リ ン の郊
外に へ ン リ ・ フ ォ ー ド の資金に よ る モ ダ ー ン な建築， ベ ル
リ ン 自 由大学があ る。 こ れ と マ イ ン ツ お よ びザ � 1レ プ ル ユ
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報
ツ ケ ン の 3 大学は戦後創設された新し い大学で 為 る 。 ポ ｛
デ ン ゼ ｛ の湖畔， コ ン ス タ ン ツ に も う 一つ新し い大学をつ
く ろ う と い う 声が あ る が， ま だ実現 し て いなし、。

西ベ ル リ ン か ら東ペ ノレ リ ン を望む。 中央の通
り が 旧 ウ ン タ ン デ ン リ ン デ ン 通 り ， 先方のが
プ ラ デ ン プル グ門 （東西ベ ル リ ン の境〉

大部分の ド イ ツ の大学は一般に古 く か ら存続 し て い る 。
ヨ ー ロ ツ パにおける草分けの大学は プ ラ ー グ （ 1 348） ， ウ
ィ ー ン （ 1 365） ， ノ、 イ デル ペ Jレ グ （ 1 386） と いわれ， ミ ュ
ン へ ン 大学 も 1472年の創立で， い ま か ら 5 , 6 百年前 ド イ
ツ 中世後期に発 し て い る の であ る 。 ゲ ｛ テ の 「 フ ア ウ ス
ト 」 最初の独 自 でおな じ みの， 哲学， 法学， 医学， それに

加え る神学の 4 学科は中世以来の大学の 4 部門で、あ る 。
現在 ミ ュ ン へ ン 大学には こ の 4 学部の ほかに国民経済，

経営経済， 森林経済学を含む国民経済学部‘ 歯科が医学部
に含 まれ， 獣医学は学部 と し て独立 し ， 薬学を含む 自 然科
学部が こ れに加 っ わて神学， 哲学， 法学部 と 合せて 7 学部
がある。 北 ド イ ツ は平地に な っ て い る が ， 南 ド イ ツ は丘地
が多 く 両者を 通 じ て森林が多い。 ミ ュ ン へ ン は南独ノ〈 イ エ
ル ン の首都で， 富山市 と 立山に当 る 距離に ド イ ツ の最高峰
ツ ー ク シ ユ ピ ン が あ る 。 郊外の湖， 山至る と こ ろ に森林が
あ り ， 北緯何度， 曇 り 日 や霧の夜は 日 本の 北国 よ り も 多
い。 ウ エ パ ー の オ ペ ラ 「魔弾の射手」 の持つふんい き が十
分理解で き る 。

ヨ ー ロ ツ パの大学の本館は一般に ア ウ ラ （大講堂） ， 学
長室， 人文科学， 自 然科学の講義室を必ず含むのが通例で
あ るが， ミ ュ ン へ ン 大学の本館 も その通 り であ る。 そ の ほ
かに大学図書館， 文学部各専門学科別の図書室が九 る 。 ド
イ ツ 国語学 （内容は国文学〉 では大 き な 4 つの部屋の壁に
は ぎ っ し り 書物が詰 っ て いて， 学生 （主 と し て演習の 準
備， 学位論文の準備） は入 口 で カ パ ン を預け ノ ー ト ー冊を
持 っ て 中の 机に向 っ て 自 由に書物を取 り 出 し て研究す る。
200 人 以上無言で真剣に読み書 き し て いて， 朝か ら満員で
席を と る の に苦労す る。 一方， 授業時間割は朝 8 時か ら 夜
8 時ま で組んであ り ， 名 誉教授， 主任教授の講義は最 も よ
い時聞に組んであ る。 正教授以外の助教授講師に も ち ろ ん

昭和36年1 0月 1 日

個室がお るはずがな く ， 大学図書館の閲覧室が控室にな っ l 富
て い る 。 学長室 と 事務局長室， 専門学科の図書室に並んで l 山
事務室が一つあ るが， いずれ も 小さ く 事務員 は 2 人 ぐ ら ｜ 大
し 、。 l

但 し 正教授室には 5 人の助手 （皆博士〉 が交替で面談の
時聞を持ち， 教授面接の 日 と 合せて毎 日 質問の時聞が設け
で あ る 。 こ れを眺め る と 日 本の戦後の大学は事務大学の感
を禁 じ え な い。 702 代 目 の学長で為 る シ ユ ペ ｛ ヤ 教授は文

ρ，，与ラー

学， 自 然科学の学位を持ち森林経済学の専攻で、あ る。 冬の l 号
学期は 1 1 月 には じ ま り 2 月 末 ま でであ っ た。 学期始めの 日
に学長就任式があ っ た。 私はポ ル へ Jレ ト 名誉教授の招待を
受け出席 し た。 一般に教授は65才で定年であ る が， それは
国家試験， 学位審査の任務か ら 退 く こ と で， 講義演習の出
講は本人が辞退 し な い限 り 変 ら な い。 第 1 回国際 ゲノレ マ エ
ス ト 会議の会長であ る70才を超え た ポ ル ヘ ル ト 教授はなお
8 時間の講義演習を担当 し て い られる。 学長就任式は伝統
と 色彩のあ る も のであ っ た。 青， 緑， 黄， 赤な ど学部毎に
異 な る 色の ガ ウ ン を着， 帽子を着けた教授たちが， 前学長
新学長を先頭に行列をつ く っ て入場し ， ア ウ ラ 正面金の モ
ザ イ ク の 月 の神像の前に し ず し ず と 着席する。 国立管弦楽
団が こ の間聞 き なれぬ古い曲 の音楽を演奏す る 。 演壇を め
ぐ っ て大輪の菊花が飾られていたのが印象的で、あ っ た。 こ
の伝統的な様式はの ち に ク ー ン 教授に よ っ て招待 さ れたバ
イ エ ル ン 学士院総会の時 も 同 じ であ っ た。 新学長の就任講
演は 「 今 日 の森林経済」 ， 学士院総会の プ ア イ フ ア ー 教授
の記念講演は 「語学 （ フ イ ロ ロ ギ ー 〉 の歴史 」 であ り ， い
ずれ も 純学術的な も の であ っ た。

フ イ ロ ゾ ー フ イ シ エ ・ プ ア ク ノレ ラ ｛ ト と い う 言葉はそ の
ま ま 訳すれば哲学部なのだが， 内容か ら 文学部 と 訳 されて
い る 。 中世の 4 学科におけ る哲学は， 自然哲学を重要 な も
の と し ていたが， 自 然哲学は今 日 の 自然科学に発展 し ， 新
し い学科に分離独立 し た。 残 っ た人文哲学 と し て は重要な
も のが文学， 芸術に代表される ので 日 本語に文学部 と 訳 さ
れ る の であ ろ う 。 し か し マ ー か プ ル グ大学は現在なお中世
と 同 じ い 4 学科， 4 学部であ る。 すなわち哲学部（文学部）
の 中 に数学， 物理化学な ど近代 自然科学の専門学科が含 ま
れて い る 。 こ の よ う に ド イ ツ の大学を眺め る と ， 大学の歴
史 は古いに も かかわ ら ず， あ る いは古いが故にそれだけ基
礎の学術研究が重要な 中心を な し て い て 5 , 6 百年を通 じ
て大学の理念や構成があ ま り 変 らな い よ う に思われる。 こ
の点， 日 本の大学は応用， 実用の所謂科学技術が過大評価
されて非常な無駄を し て い る のではなか ろ う か。 建築にお
いて も そ の通 り で， 安 田講堂や黒田講堂な ど， 式や講演に
使 う だけで本来の授業には使い難い よ う に， 本館 と 別に建
っ て い る。 大学の組織において も 無駄が多い。 何 々 委員会
が多す ぎ る 。 授業の学科 目が多す ぎ る 。 教授が安ん じ て研
究に没頭 で き ないのではないか。

ド イ ツ の大学の本館に入 る と 玄関の聞の左右に人文科学
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と 自然科学関係の講義題 目 が専門科 目 別に掲示 し て あ る 。
体育実習や音楽の講義な ど も ち ろ ん見 られない。 自 然科学
の実験実習は研究所で行 う も ので本館では講義 だ け で あ
る 。 テ ユ ｛ ビ ン ゲ ン ， ゲ ツ チ ン ゲ ン ， ハ イ デ ル ペ ノレ グ， マ
ー ノレ フ勺レ ク 大学な どは人口 5 ' 6 万の小都市にあ っ て， 所
謂大学町を な し 本館は町の 中心にあ っ て も 各学部は町全体
に散ら ば っ て い る 。 それに 自然科学の基礎研究 と し て忘れ
て な ら な い も のは， 大学町には も ち ろ ん西独40個所にあ る
マ ッ ク ス ・ プ ラ ン ク 研究所であ る 。

私が ク ー ン 教授よ り 「 日 本の大学について 」 の小講演を
求め ら れ， 博士課程の ゼ ミ ナ ｛ ／レ で、お話し たが， 日 本の
大学は ア メ リ カ の それに非常に似て い る と い う 感想であ っ
た。 事実戦後 ア メ リ カ の教育使節団の助言に よ っ て 出来た
のが今 日 の新制大学であ る 。 ド イ ツ の大学制度は戦前 と 戦
後に変 っ た も のはない。 ド イ ツ 人の考え方について も 同 じ
印象を受け る 。 日 本では本来の学術 と 職業のための技術教
育 と があ ま り 混同 し て い る のである。

ド イ ツ では大学に入学試験がない代 り に， ア ピ ト ウ ア と
い う 難 し い高等学校の卒業試験が あ る 。 大学に入い る の は
ア ピ ト ウ ア を持つ も のが学期毎に65 マ ル ク を添え て登録す

......... 幽r

ればよ い。 その数は ミ ュ ン へ ン が第 1 で， ハ イ テツレ ベ ル ク
7 千， ベ ル リ ン 自 由大学 も 1 万 2 千， ミ ュ ン へ ン 大学が 2
万以上であ る。 学生には卒業試験がない。 国家試験の合格
と 学位を え る こ と が卒業に相 当 す る 。 そ の数は極めて少な
く 中途か ら就職す る も のが多い。 こ の点， 日 本の 大学では
入学さ え すれば， 60点平均の合格であ ら う と 90点平均であ
ろ う と 卒業 し ， 社会では同ーの資格給料で就職す る 。 ド イ
ツ で、は実力のない資格や学位は与 え な し 、。 演習を 2 度欠席
すれば オ ミ ッ ト であ る 。 だか ら学生の勉強ぶ り は 自然熱を
帯びる こ と と な る 。

要 す る に ド イ ツ の大学は精選主義であ り ， こ れは学生の
みな ら ず教授の詮衡について も 同様であ る。 国民は当然の
こ と と し て こ れを怪 ま ない。 同時に大学や教授に対す る 一
般の尊敬は想像以上であ る。 ま た教授や学生の礼儀正 し い
こ と も 私の強 く 感銘 し た と こ ろ で あ る 。

外国人学生は ア メ リ カ ， イ タ リ ヤ ， イ ギ リ ス ， ギ リ シ
ャ ， イ ラ ン ， ト ル コ な ど各国か ら 多数 ミ ュ ン ヘ ン 大学に留
学 し て い るが， 会話はすべて ド イ ツ 語であ っ て ， と れが ま
た一つの礼儀で、 も あ る よ う に思われた。

ー ・ � . .  ...... ，， ・ ー
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